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は し が き

昭和61年度から実施いたしました市道磐船駅前線に伴なう森遺跡の発掘調査は、平

成 2年 11月 14日 をもちまして終了いたしました。

断続的ではございましたが、これまでの 4次にわたる調査の結果、古墳時代を中心

とする数多くの遺物や遺構を検出いたしました。

この膨大な資料の収集によって、これまで断片的にしか解明できていなかった当時

の交野地方の様子をより具体的に知り得ることができたことは、この調査の輝かしい

成果であると言えます。

尚、今回の発掘調査のために長時間にわたってご迷惑をおかけいたしました地元の

皆様方に深くお詫びいたしますとともに、これまでご協力いただきました各関係の皆

様に厚く感謝いたします。

今後とも文化財保護に努力をいたす所存でございますが、つきましては何卒皆様方

よリー層のご理解ご支援を賜わりますことを慎んでお願い申し上げます。

交野市教育委員会

教育長  伊藤 史朗

東 経

北 緯

東 西

南 北

海 抜

面 積

KATANO CITY
350° 41′ (市役所 )

34° 47′ (  ″  )

4.7 km

6.5 km

最高  345m

劇 眠  15m

25.56kIP



例

1.本書は、交野市教育委員会が都市計画道路・磐船駅前東西線建設に先立って、交

野市森南 1丁目 219番地 (D調査区)・ 218番地 (E調査区)。 390番地の 1及び 5

(F調査区)・ 297番地の 1(G調査区)において行った発掘調査報告書である。

2。 この報告書は、社会教育課の真鍋成史、小川暢子が作成した。また調査補助なら

びに整理、報告書作成にあたっては、木下嘉子、魚見大和、深見輝子、西川洋子、

森智恵子、高橋光江、安田浩子、西中薗修、嶋澤泰彦、嶋澤聡、富松大、森日健太

郎、永井寛章、堀口晃平、仲西功夫、中井良夫、畑敏道、林直也、西岡真知子、斉

藤登美子、好光直子、近迫静子、奥田由美子の諸氏に協力して戴いた。

3.調査及び報告書作成にあたっては下記の方々より御協力・御教示いただいた。記

して感謝の意を表したい。奈良大学教授・水野正好、同志社大学講師・辰己和弘、

津山郷土博物館学芸員・湊哲夫、津山市教育委員会・中山俊紀、志呂神社宮司・日

野宏哉、府立交野高等学校教諭・景守紀子、柏原市教育委員会・北野重、野洲町教

育委員会・花田勝広、同志社大学大学院 。中口敏志。

4.鍛冶関連遺物の分析は新日本製鉄lMl大澤正己氏に依頼し、「交野市森遺跡とその

周辺遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査」を寄稿していただいた。

5。 本書に掲載した遺物写真は、写房楠華堂・楠本真紀子氏、交野市教育委員会社会

教育課・山口博志に、また鉄鑓状鉄製品のレントゲン写真は奈良大学助教授・西山

要一氏に撮影をお願いした。

6。 本書で使用したレベル高はすべて海抜絶対高で、方位は磁北方位である。また土

色及び土器の色調は、「新版標準土色帳」 (農林省農林水産技術会事務局発行)に

よった。

7.出土遺物・図面等は、交野市倉治にある教育文化会館敷地内の埋蔵文化財収蔵庫

に保管している。また、それら出土遺物の修理・復元も今年度中に併せて行い、そ

の一部を教育文化会館 2階の文化財展示室に陳列し、広く交野市民に公開するもの

である。
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第1章 は じ め に

昭和57年 3月 に事業認可を得て、交野市が建設を予定している都市計画道路・磐船

駅前東西線は、周知の埋蔵文化財包蔵地の森遺跡に含まれるため事前に試掘調査が必

要となり、交野市教育委員会が昭和61年 7月 から同年 9月 まで15カ所のトレンチ調査

を実施したところ、調査地全域において弥生時代後期から近世にかけての遺構・遺物

を確認した。この結果、それらの集中する 7調査区において本調査を、昭和63年 2月

から平成 2年H月 にかけて実施した。

第 2次調査は昭和63年 2月 8日 から同年 6月 16日 にかけて、森南 1丁目 294番地の

5(A調査区)・ 森南 1丁目 388番地の 3(B調査区)の 2筆について発掘調査を行

った。その結果、古墳時代の数条の溝と土拡を検出し、それらの中から須恵器・土師

器・種子・フイゴ羽日。鉄岸を出土したほか、中・近世の遺構・遺物も少量ながら検

出した。

第 3次調査は平成元年 5月 8日 から同年10月 19日 にかけて森南 1丁目 390番地 (C

調査区)について発掘調査を行った。その結果、古墳時代の数条の溝・多数の上拡・

ピットのほか、調査区中央部西側で鍛冶炉を数基検出した。これらの遺構内からは須

恵器・土師器・桃核・フイゴ羽日・鉄滓 。砥石が出上した。

第 4次調査は、都市計画道路・磐船駅前東西線に伴う発掘調査の最終年度にあたり、

試掘調査の際、遺構・遺物の確認できた 7調査区のうち本調査の実施していない 4調

査区について調査を行った。

森南 3丁 目75-1香地 町 適 建 設 畑 大 門 清進 「石鏃」第 9号に記載

私市 1丁目n32-7番 地 宅 地 造 成 宅  地 石 日幸 華 20市 株生・古墳時代遺物を出土する

森南 1丁 目204-5番地 他 市 道 建 設 交 野 市 「森遺跡 I」 に記載

森南 1丁 目413-1番地 宅 地 造 成 山野埓枝 山野明子 1987111"ψ 122

森商 1丁 目50-5番地 宅  地 山 添  進

森南 2丁 目24-2番 地 仲 西 正 三 10ギ

森南 I丁 目204-5番地 市 道 建 設 交 野 市 「森遺跡 IJに 記載

森南 丁目388-3番地 1620市

森南 1丁 目300-1番地 「森遺跡■Jに記載

森南 1丁 目219番地 本報告書に記載

森南 1丁 目218番地

森商I丁目::ゝ二吉塁駕 1990723～ 025 600 5Hf

森南 1丁 目290-1番 地 1470耐

第 1表  森遺跡発掘調査一覧表
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1 跡遺渋津郡 墳古谷水 群墳古寺

跡遺セ 群墳古倉 跡遺不傍

墳古山丸津郡 跡遺寺宮神 蓮華寺 (重文・ 阿弥陀如来立像 )

塚大津郡 跡寺一死開 34 跡遺山南

塚梅津郡 20 跡遺上尾 群墳古森

跡衝郡野父 鱗寺一死開倉］石 岩 船 小 学 校 南 遺 跡

T 跡寺城宝長 跡寺泉徳 37 跡遺森

8 跡城部私 23 跡窯谷大 跡遺社神田天

9 跡遺城部私 24 跡窯谷大 跡遺原河市私

北 田 家 住 宅 (重 文 ) 墳古
ヽ
心や 跡遺場馬

跡遺ろしで 墳古山の一累 獅子窟寺 (国 宝・薬師如来歴像 )

跡遺内垣焼 27 山 添 家 住 宅 (重 文 ) 私市惣墓石造地像菩薩立像 (府・重美)

倉 治 小 学 校 西 遺 跡 28 跡遺井 跡遺領坊

跡遺倉 跡追村寺

“

跡遺本

跡遺東倉 群墳古塚車 跡追内垣外 殿

第 1図  交野市文化財分布地図
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第2章 遺 構

(1)森遣跡の基本層序 (第 2図、図版 2)

森遺跡は昭和30年以来発掘調査が行われ、その後新資料を我々に提供してきた。そ

の遺跡の範囲は南北が森南 2丁目の新池付近から森南 1丁目の」R学研都市線付近ま

で、東西が森南 3丁目の大門酒造付近から京阪電鉄交野線付近までである。都市計画

道路仮称河内磐船駅前東西線建設に伴う発掘調査の結果、森遺跡の東西間の基本層序

が明らかになったのでここに記す。

I 黒褐色土 (旧水田耕作層 )

Ⅱ 黄褐色土(水田床土層 )
Ⅲ 暗褐色土
Ⅳ 黒褐色土 (中世耕作層 )
v 淡責色砂質土(弥生・古墳遺構面 )
Ⅵ 褐灰色砂質土(弥生・古墳遺構面 )

一  〇P3700m

―
OP 3600m

一 〇
P3500m

― OP 3400m

―― OP 33 00m

OP 32 00m

第 2図  森遺跡基本土層図

D調査区
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森遺跡一帯は古代から現代にかけて水田を中心としていたところで、上層は黒褐色

を基調とする耕作土とその下に黄褐色を基調とする床上が続く。遺物は水田のため出

土量は少ないが、近世の陶磁器を主に出土している。これら耕作土・床上の層序関係

が遺跡全面においてほぼ同様な変化を見せることから、近世において大規模な水田開

発が行われたと思われる。

近世の耕作上の下には暗褐色土をはさんで、黒褐色を基調とする中世の耕作土があ

り、この耕作上も近世のものと同様に遺跡全域に広がっている。耕作土上より鋤溝が

多数検出されており、その中より瓦器が少量であるが出土している。天暦三 (949)

年に森も含めた三宅山一帯が石清水八幡宮の荘園になっており、荘園下において耕地

化が行われたことが考えられる。

中世の耕作上の下には遺跡の一部に淡黄色を基調とする砂質土と遺跡全域に褐灰色

を基調とする砂質土が上下に堆積しており、これらの砂質上を切って弥生 。古墳時代

の遺構が掘られており、それら遺構内に黒色を基調とする粘質上が堆積している。

森遺跡一帯は以上のように近世 。中世の耕作層と弥生 。古墳時代の遺構面からなる。

(2)D調査区の遺構 (第 4図、図版 3) 溝 1 調査区

中央部を南から

北に延びる幅60

～80911、 深さ約

25cmの溝である。

埋土は黒色を基

調とする粘質土

と褐灰色を基調

とする砂質土が

互層を成してお

り、流水→堆積

第 3図  D調査区 溝 1土層断面図

→流水と幾度もくり返された模様である。遺物は須恵器・土師器・フイゴ羽日・鉄滓

・鉄塊が出上している。時期は出土遺物より古墳時代後期に比定できよう。溝 1は等

高線に対して平行に流れ、その出土遺物より掘立柱建物と同時期に存在していた可能

性が強く、また建物の主軸も溝 1の流れる方向とほぼ同じであることから建物に伴う

A

① 10YR17/1黒色粘質土
② 10YR4/1褐 灰色砂質土
③ 75YR3/1黒褐色土
④ 75YR4/1褐灰色土
⑤ 75 YR3/2黒褐色土
③ 10 YR3/2黒 褐色土

-4-
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進併島

9

@。
立柱建物 20

土拡 1

土拡12圭る1

土拡 8 ●   土拡 9

q拡認

弥生・古墳時代遺構

中 ・ 近 世 遺 構

第 4図 遺構配置図
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区画の溝と考えるられる。 (第 3図、図版 5)

溝 2 調査区の南西隅から北へ延びる幅60～ 120cm、 深さ約20cmの溝である。埋土

は黒色の粘質土である。遺物は須恵器・土師器が出土しており、時期は古墳時代後期

である。

掘立柱建物 調査区西側に位置し、建物の規模は東西 2間、南北は調査区外に延び

ていることから明確でないが 4間以上である。各柱穴間隔はPl― P2・ P4~P5・ P7~P8

が 1.lm、 P2~P3・ P9~P10が 1.2m、 P3~P4・ P8~P9が 1,3m、 P5~P7が各 1.4m

を測る。柱穴の掘形は円形を基調とし、径40～ 60cm、 深さ15～ 35cmを測る。柱根は腐

食して全くないが、柱痕は確認している。床面はO P35,9mを測る。遺物は Pit 4・

6・ 7・ 10よ り須恵器・土師器・鉄滓の破片が出上しており、この出土遺物より古墳

時代後期に建物の廃棄時期を比定できる。 (第 5図、図版 8)

Ｅ
〕

い
∞
＝

Ｌ
０

10P=358m

土拡 1 調査

区の西側に位置

し、残存 長軸

2.2m・ 短軸 1.2

m・ 最深部 0。 7

mを測る。壁面

は南・東壁が急

な傾斜で、北・

西壁はややなだ

らかな傾斜をも

つ。拡底は 2段

築成になってい

る。埋土は 8層

に分層でき、黒

色を基調とする

粘質上が中心で

ある。遺物は出

土 していないが、

Pit 2・ 溝 2に

Ｅ
∞
い
∞
＝

∝
０

0            2m

掘立柱建物実測図第 5図  D調 査区
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切られていることから古墳時代後期以前にこの遺構の埋没時期を比定できよう。この

土拡は形態から土拡墓と考えられる。

土拡 2 調査区の西側に位置し、長軸 2.6m・ 短軸 1,6m・ 最深部 0.6mを測る。

壁面は南・東壁が急な傾斜で、北・西壁はややなだらかな傾斜をもつ。拡底は凸凹で

ある。埋土は 7層に分層でき、黒色を基調とする粘質上が主体である。遺物は出上し

ていない。この上拡は形態から土拡墓の可能性が考えられる。 (図版 9)

土拡 4 調査区の中央に位置し、長軸 3.8m・ 短軸 3.Om・ 最深部 0。 5mを測る。

壁面はゆるやかな傾斜をもつ。拡底は若千凸凹気味であるが全体的に平滑である。埋

土は褐色を基調とする砂質土と黒色を基調とする粘質上のあわせてH層からなる。遺

物は須恵器・土師器の破片が出上しており、これらの遺物より本土拡の時期は古墳時

代後期に比定できよう。

(3)E調査区の遺構 (第 4図、図版 3)

掘立柱建物 1 調査区中央部東側に位置し、建物の規模は東西 2間以上、南北 4間

以上ということのみが明らかで、他は調査区外にあるので不明である。各柱穴間隔は

Pl~P2が 1,Om、 P2~P5が各 0.8m、 P5~P6が 1・ 2m、 P6~Pイが 1.Omを測る。柱穴

の掘形は円形と楕円形の 2種である。大小の差はあるが、径30～ 50cm、 深さ10～ 80cIIl

を測る。柱根は腐食して全くないが、柱痕は確認している。床面はOP35.6mを測る。

遺物は Pit 3・ 4・ 5よ り須恵器・土師器の破片が出上しており、これらの遺物より

建物の廃棄時期は古墳時代後期に比定できる。 (第 6図、図版 8)

堀立柱建物 2 調査区中央部に位置し、建物の規模は東西 2間、南北は調査区外に

延びていることから明確ではないが 1間以上である。各柱穴間隔はP8~P9・ Pll―

P12が 2.Om、 P9-Pllが各 1.Omを測る。柱穴の掘形は円形を基調とし、 Pit 9の

み楕円形を呈する。径30～ 40cm、 深さ10～ 20cmを測る。柱根は腐食して全くないが、

柱痕は確認している。床面はOP35.5mを測る。遺物は Pitllよ り須恵器・土師器の破

片が出土しており、この出土遺物より古墳時代後期に建物の廃棄時期を比定できる。

(第 6図、図版 8)
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第 6図  E調査区 掘立柱建物 1(右 )、 2(左 )実測図

土拡 1 調査区中央部に位置し、長軸 1.Om・ 短軸 0.5m・ 最深部 0。 2mを測る。

壁面はそれぞれゆるやかに傾斜し、拡底は凸凹である。埋土は 4層に分層できるが、

それぞれ黒色を基調とする粘質土である。遺物は須恵器・土師器の破片で、時期は古

墳時代後期に比定できる。上拡 1に隣接して 2棟の掘立柱建物が建てられていること

から、本土拡はどちらかの建物に付属する屋外炉の可能性が考えられる。

土拡 2 調査区中央部東側に位置し、長軸 1.6m・ 短軸 1.Om・ 最深部 0.4mを測

る。壁面は垂直に近く掘削され、拡底は若干凸凹気味である。埋土は10層に分層でき、

上層は黒色を基調とする粘質上、下層は灰褐色砂質土及び青灰色土である。遺物は出

上しておらず、時期は明確にできないが、掘立柱建物 1に伴う柱穴によって切られて

いることから、古墳時代後期以前に比定できる。本土拡は長軸が成人男姓の身長程度

であり、形態からも土拡墓と考えられる。 (図版 9)

土拡 3 調査区中央部に位置し、直径 0.6m・ 最深部 0。 2mを測る円形の土拡であ

る。埋土は 4層に分層でき、最下層は黒色を基調とする粘質上、その上の 2層はにぶ

い黄褐色上、第 1層 は黒色上である。遺物は須恵器・土師器の小破片のみで時期は限

◎
』
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定できないが、土拡 3に隣接して 2棟の掘立柱建物が建てられており、土拡 1と同じ

屋外炉的色彩が強いことなど考慮して、これら建物と同じ古墳時代後期に比定できる。

土拡 4 調査区中央部西側に位置し、長軸 0。 8m・ 短軸 0。 6m・ 最深部 0.2mを測

る。埋土は黒色を基調とする粘質土で、一部に黒褐色土を混入する。遺物は須恵器 。

土師器の破片と共に、体部にタタキロを有する丸底の製塩土器片が出土している。時

期は出土遺物から考えて古墳時代後期に比定できる。

14)F調査区の遺構 (第 4図、図版 4)

溝 1 調査区の東側に位置する東から西に直っすぐに延びる、 2段落ちの人為的に

掘削された幅60～ 100cm、 深さ約50cIIlの溝である。埋土は 4層からなり、それぞれ黒

色を基調とする粘質土を含む土である。遺物は弥生時代後期の上器が出土している。

(第 7図、図版 6)

① 10YR2/2黒 褐色土
② 10YR3/1黒 褐色土
③ 10YR2/1黒 色土
④ 5YR17/1黒色粘質土
⑤ 25YR6/2灰黄色砂質土 (地山 )

B′

OP=31.3m

溝 2 調査区

の中央部を東か

ら西に流れる幅

約 60cm、 深さ約

10cmの溝である。

埋土は黒色を基

調とする粘質土

からなる。遺物

は弥生時代後期

の土器が出土し

ている。

溝 3 調査区

の西端に位置し、

第 7図  F調査区 濤 1土層断面図

1989年度に調査したC調査区の溝 3につながる。この溝はかなり蛇行しながら流れ、

流路の端には護岸用に使用されたとも考えられる直径 3 cm程の杭が並んでいる。埋土

は 6層からなり、黒色を基調とする粘質土と黄褐色を基調とする砂質土が互層をなし

ており、流水→堆積→流水と幾度もくり返された模様である。この溝は現在天丼川と

して天野川に注いでいる小久保川を利用した弥生時代後期から古墳時代前期にかけて
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の灌漑水路の幹流の可能性が強い。遺物は古墳時代前期から後期にかけての須恵器・

土師器・体部にタタキロを有する丸底の製塩土器の破片・用途不明の舟形木製品 。鉄

岸・桃核が出土している。 (第 8図、図版 7)

① 10YR3/1黒褐色粘質土
② 10 YR7/31こぶい黄橙色砂質土

③ 10YR4/1褐灰色土
④ 75YR3/1黒褐色粘質土
① 10YR6/2灰黄褐色砂質土
⑥ 25YR6/2灰黄色砂質土 (地山 )

第 8図  F調査区 溝 3土層断面図

土拡 1 調査区東側に位置し、残存長軸 1.8m・ 短軸 0。 7m。 最深部 0,2mを測る。

壁面は西壁がゆるやかな傾斜をもち、他は垂直に近い。拡底は平滑である。埋土は褐

色を基調とする砂質土と黒褐色を基調とする粘質土のあわせて 6層からなる。遺物は

出上していない。

上拡 2 調査区東側に位置し、長軸 1.5m・ 短軸 0.8m。 最深部 0。 2mを測る。壁

面はそれぞれゆるやかな傾斜をもつ。拡底は若千凸凹気味であるが全体的に平滑であ

る。埋土は赤黒色粘質土・にぶい黄褐色粘質土・地山の落ち込みの 3層からなる。遺

物は出土していない。

上拡 3 調査区の南東部に位置し、長軸 2.6m・ 短軸 1.Om・ 最深部 0,3mを測る。

この遺構は弥生時代後期に廃棄された溝 2を切って掘削されている。壁面は東壁のみ

なだらかな傾斜で、他は急な傾斜をもつ。拡底は凸凹気味である。埋土は黒褐色土の

2層からなる。遺物は土師器の小片のみで時期を明確にできるものは出土していない。

土拡 4 調査区の南東部に位置し、長軸 2,9m・ 短軸 0,3m。 最深部 0。 4mを測る。

壁面は西壁のみなだらかな傾斜で、他は急な傾斜をもつ。拡底は凸凹気味である。埋

土は 5層に分層できるが、それぞれ黒色を基調とする粘質土である。遺物は土師器の
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小破片と鉄滓が出土しているのみで、時期を明確にできるものは出土していない。

土拡 5 調査区の南東部に位置し、長軸 1.8m・ 短軸 0.5m・ 最深部 0.2mを測る。

壁面はそれぞれ急な傾斜をもつ。拡底は凸凹気味である。埋土は黒色上の 1層のみで

ある。遺物は出土していない。

土拡 8 調査区中央部南側に位置し、長軸 2.3m・ 短軸 1.lm。 最深部 0。 6mを測

る。壁面は南壁が垂直に近く、他は傾斜をもつ。拡底は若千凸凹気味であるが、全体

的に平滑である。埋土は 6層に分層できるが、それぞれ黒色を基調とする粘質土であ

る。遺物は須恵器 。土師器の小破片のみで、遺構の時期を明確にできない。

土城 9 調査区中央部南側に位置し、長軸 2.6m・ 短軸 1.Om・ 最深部 0。 4mを測

る。壁面は東西両壁が急な傾斜で、南北両壁はゆるやかな傾斜をもつ。拡底は若干凸

凹気味である。埋土は 5層に分層できるが、それぞれ黒色を基調とする粘質上である。

遺物は出土していない。 (図版 9)

土拡13 調査区の西南部に位置し、長軸 3.Om・ 短軸 0。 8m・ 最深部 0.3mを測る。

壁面はそれぞれ急な傾斜をもつ。拡底は若干凸凹気味である。埋土は黒色を基調とす

る粘質土と褐灰色を基調とする土のあわせて10層からなる。遺物は土師器の破片のみ

で、時期は明確にできない。

土拡14 調査区の西南部に位置し、長軸 2,4m・ 短軸 1.Om。 最深部 0。 2mを測る。

壁面は東西両壁が垂直に近く傾斜し、南北両壁はこれとは異なりゆるやかな傾斜をも

ち、拡底は平滑である。埋土は赤黒色を基調とする粘質土と褐色を基調とする上のあ

わせて 5層からなる。遺物は出土していない。

土拡15 調査区の西南部に位置し、長軸 2。 lm・ 短軸 0.7m・ 最深部 0。 3mを測る。

壁面は南壁がやや急な傾斜をもち、他はゆるやかに傾斜する。拡底は平滑である。埋

土は黒色を基調とする粘質土と黄褐色を基調とする上の 7層からなる。遺物は出上し

ていない。

土拡16 調査区の東側に位置し、長軸 1.4m・ 短軸 0,9m・ 最深部 0,lmを測る。

壁面はそれぞれゆるやかに傾斜し、拡底は平滑である。埋土は上層が赤黒色粘質上、

下層が黒色を基調とする 3層の粘質土からなる。遺物は土師器の破片のみで、時期を

明確にできるものは出上していない。

土拡18 調査区中央部東側に位置し、長軸 4.Om・ 短軸 2.8m・ 最深部 0,4mを測

る。壁面はゆるやかな傾斜をもつ。拡底は全体的に平滑である。埋土は16層に分層で

-12-



き、下層は黒褐色を基調とする粘質上で、上層は褐色を基調とする上である。遺物は

須恵器・土師器の破片が出土しており、これらの遺物より、本土拡の時期は古墳時代

後期に比定できる。

土拡19 調査区の中央部に位置し、長軸 2.4m・ 短軸 0。 8m・ 最深部 0,2mを測る。

壁面はゆるやかな傾斜をもち、拡底は全体的に平滑である。埋土は褐灰色土と黒色を

基調とする粘質土からなる。遺物は出上していない。

土拡20 調査区の中央部に位置し、長軸 115m・ 短軸 0,6m・ 最深部 0.2mを測る。

壁面は北壁のみ垂直に近く、他はなだらかな傾斜をもつ。拡底は全体的に平滑である。

埋土は上層が褐灰色上の 2層、下層が黒褐色粘質上の 1層である。遺物は出上してい

ない。

上拡22 調査区の中央部北側に位置し、長軸 2.4m・ 短軸 0,8m。 最深部 0。 3mを

測る。壁面はゆるやかに傾斜し、拡底は凸凹である。埋土は 3層からなるが、それぞ

れ黒色を基調とする粘質上である。遺物は出上していない。

土拡23 調査区中央部北側に位置し、長軸 2.Om・ 短軸 0。 6m・ 最深部 0.2mを測

る。壁面はゆるやかに傾斜し、拡底は全体的に平滑である。埋土は 3層からなり、そ

れぞれ黒褐色を基調とする粘質土である。遺物は出土していない。

上拡24 調査区中央部北側に位置し、長軸 1.8m・ 短軸 0。 7m・ 最深部 0。 3mを測

る。壁面は南壁が垂直に近い傾斜で、他はゆるやかな傾斜をもち、拡底は若千凸凹気

味であるが、全体的に平滑である。埋土は上層が褐灰色土、下層は黒色粘質土である。

遺物は出土していない。

土拡25 調査区西側に位置し、残存長軸 3,Om・ 短軸 0。 5m。 最深部 0。 2mを測り、

西端部と中央部は近世の溝によって削られている。土拡の平面プランは短軸に比べ長

軸が極端に長い。壁面はゆるやかに傾斜し、拡底は平らである。埋土は黒色粘質上の

と層のみである。遺物は須恵器・土師器の破片が出土しており、これらの遺物より本

土拡の時期は古墳時代後期に比定できる。

上拡26 調査区西側に位置し、残存長軸 2.2m・ 短軸 1.Om・ 最深部 0.2mを測り、

西端部と中央部は近世の溝によって削られている。壁面は各壁面ともやや急な傾斜を

もつ。拡底は平滑である。埋土は一部褐灰色上を混入するが、その他 4層は黒色を基

調とする粘質上である。遺物は出土していない。
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(5)G調査区の遺構 (第 4図、図版 4)

溝 1 調査区中央部に位置する東から西へ延びる幅約80clll、 深さ約20cmの溝である。
埋土は 3層からなり、上層が黒色を基調とする粘質土、下層が褐灰色粘質上である。

遺物は土師器と体部にタタキロを有する丸底の製塩土器が出上している。

溝 2 調査区の西端に位置する東から西に延びる幅約 100cm、 深さ約20clllの溝であ
る。埋土は黒色粘質上の 1層からなる。遺物は出土していない。

第 9図  G調 査区 掘立柱建物実測図

掘立柱建物

調査区の西側に

位置し、建物の

規模は東西 1間

以上、南北 2間

以上でそれぞれ

調査区外に延び

ているので正確

にはわからない。

各柱穴間はP5~

P6が  1・ 6m、 P6

~P7が
1・ 8m、

P7~P3が 3.Om

で、Pイ ~P8間で

柱穴が一つ削平

されている可能

性が強い。柱穴

の掘形は円形を

基調とし、径20

～40cm、 深さ 5

～10cmを測る。床面はOP34.8mを測る。遺物はPit 6か ら土師器片、Pit 7か ら土師器

片・フイゴ羽日・鉄津が出上している。掘立柱建物の廃棄時期は森遺跡一帯で鍛冶生

産がさかんになる古墳時代中期後半以降である。

また建物から少し離れて柵状遺構が検出されており、建物間を区画していた可能性

Ｅ
卜
ヾ
∞
＝

Ｌ
０
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がある。 (第 9図、図版 8)

土拡 1 調査区の東側に位置し、長軸 2,2m・ 短軸 0.6m・ 最深部 0。 2mを測る。

壁面はそれぞれゆるやかな傾斜をもつ。拡底は平滑である。埋土は 2層に分層でき、

上層が黒褐色土、下層が褐灰色砂質上である。遺物は土師器の小破片が出上している

のみで、時期は明確にできない。

土拡 2～ 13 土拡 2か ら13は調査区の東側に位置する土拡群で円形もしくは楕円形

を呈する。埋土に炭化した物質が含まれている。その形態より炉と考えられる。

土拡15 調査区中央部に位置しヽ 長軸は北端が調査区外に延びているので明確にわ

からないが、残存長軸 0.8m・ 短軸 0,8m・ 最深部 0.3mを狽1る。壁面は東西両壁が

やや急な傾斜をもつ。拡底は若千凸凹である。埋土は 4層からなり、黒色を基調とす

る粘質土もしくは褐灰色砂質土である。遺物は出土していない。

土拡16 調査区中央部西側に位置し、長軸 2,4m・ 短軸 1.2m。 最深部 0,6mを測

る。上面は中世の水路によって一部削り取られている。壁面は東壁のみ急な傾斜で、

他はゆるやかな傾斜をもつ。拡底は凸凹であり、 2カ所に落ち込みを有する。埋土は

3層からなり、第 1層が黒褐色粘質土、第 2層が暗褐色粘質土、第 3層が褐色砂質土

である。遺物は土師器の小片が出上しているのみで、時期は明確にできない。 (図版

9)

土拡17 調査区の西側に位置し、長軸は遺構が調査区外に延びているので明確にで

きないが、残存長軸 2.4m・ 短軸 1.2m。 最深部 0。 5mを測る。壁面はやや急な傾斜

をもち、拡底は平滑である。埋土は上層が黒色を基調とする粘質上、下層が褐色を基

調とする砂質土である。遺物は須恵器と土師器の破片が出土しており、この上拡の時

期は古墳時代後期に比定できる。
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第3章 遺

調査により出土した遺物は須恵器・土師器が大部分を占めるほか、製塩土器・フイ

ゴ羽日・鉄津・瓦器・陶磁器も出上している。その遺物の特徴は古墳時代の遺物が大

半を占め、弥生時代・中近世の遺物も少量であるが確認できる。 4次調査に際して出

上した遺物と「森遺跡 I」 で報告できなかった砥石・金床石について順次述べていく。

(1)D調査区出土土器 (第 10図、図版10・ H)

須恵器 。杯蓋 (1～ 4)は日径14.6～ 18.Ocm、 高さ 4.1～ 5。 8cmとかなりのばらつ

きがある。天丼部は粗雑なヘラ切りもしくは未調整であり、日縁部と天丼部との境の

稜のないものが多い。日縁部は丸くおさめている。 4のみ焼成不良のためにぶい黄色

を呈するが、その他は灰色を基調とする色調で焼成もあまりよくない。

須恵器・杯身 (5～ 9)は 日径12.6～ 14.4cm、 高さ 3.8～ 4.3clllを測る。底部は丁

寧にヘラ切りしているものから未調整のものまで様々である。日縁部の立ち上がりは

内傾して短く、端部はやや鋭い。受部は上外方にのび端部は丸い。 9のみ焼成不良の

ためにぶい黄色を呈するが、その他は灰色を基調とする色調で焼成もあまりよくない。

1と 5、 4と 9はセットをなすものである。

上師器・椀 (10)は 日径12.4cm、 高さ 4。 3clllを測る。日縁部は小さく外方に折れ曲

がり丸くおさめている。内外面ともにナデを行う。色調は橙色で焼成はやや不良であ

る。

土師器 。高杯 (H)は復元日径25.2cm、 高さ17.4cm、 脚径13.5cmを測る。杯部は体

部から日縁部にかけて水平に近くひらいたのち屈曲し上外方にのび、端部は丸い。基

部はやや細く、脚部は下外方に下がったのち、裾部 3/4下位で屈曲し、下外方にひら

く。端部は内傾した平面を成す。杯部内外面及び脚部外面にヘラミガキを施す。外面

に黒斑を有する。色調は橙色で焼成は良好である。

土師器・甕 (12)は復元日径21.Ocm、 残存高 8.7cmを測る。日縁部は上外方にのび、

端部は丸い。頸部はゆるやかに屈曲し体部は下外方にくだる長胴形の甕である。体部

外面はハケ、内面はヘラナデを施す。色調は橙色で焼成はやや不良である。
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(2)F調査区出土土器 (第 H図、図版H・ 12)

弥生式土器・甕 (13)は、日径14,6cm、 高さ15。 3cm、 体部最大径15.Ocmを測る。端

部はやや丸く、頸部はくの字形に屈曲し、体部は最大径を 1/2中位に求める。底部は

中央凹状の平底である。体部外面はタタキ、内面はハケを施す。体部外面には煤、内

面に朱が付着する。色調は浅責色で焼成は良好である。

須恵器 。壺 (14)は、残存高14.lcm、 体部最大径15,Ocmを測る。頸部はくの字形に

屈曲し、一条の櫛描波状紋を施す。体部は最大径を 1/2上位に求める偏球形をなす。

体部に黄橙色の鉄分が付着する。色調は灰色で焼成は良好である。

須恵器・甕 (15)は復元日径19.Oclll、 残存高 9,2cmを測る。日頸部は上外方にのび

たのち外反し、端部は上方に肥厚する。日縁部に 2条の櫛描波状紋、体部にタタキを

施す。色調は灰色で焼成はやや不良である。

土師器・甕 (16・ 17)は復元日径は21.Ocmと 14.2cmを測る。日縁部は内弯気味に上

外方にのび、端部は内側に肥厚する。頸部はくの字形に屈曲し、体部は肩の張った球

形を呈する。体部外面はヨコハケ、内面はヘラ状工具で削っている。16は黄橙色の色

調で焼成は不良、17は外面が灰褐色、内面がにぶい黄橙色の色調で焼成は良好である。

土師器・甕 (18)は復元日径14,Ocm、 残存高21,3cmを測る。日縁部は上外方にのび

端部はやや丸い。頸部はゆるやかに屈曲し、肩の張らない長胴形を呈する。体部外面

にタテハケを施す。色調は灰黄色で焼成はやや不良である。

土師器・高杯 (19)は 日径13.Ocm、 高さH.lcm、 脚径 9,Ocmを測る。杯部は体部か

ら日縁部にかけて内弯しながら上外方にのび端部は丸い。基部は細く脚部は下外方に

なだらかに下る。内外面ともナデを施す。色調は橙色で焼成はやや不良である。

土師器・器台 (20)は残存高 4.Ocmを測る。屈接部上下にそれぞれ段を有する。内

面にミガキとハケを施す。色調は浅黄色で焼成は良好である。いわゆる山陰系の鼓形

器台と呼ばれるもので、付近においては枚方市の出屋敷遺跡第 3次調査の際、堅穴式

住居 (SH 3)内から出土している。

(3)砥石・金床石 (第 12図、図版13・ 14)

砥石は総点数16点出上した。泥岩 2点、セン緑岩 1点、玄武岩 1点、砂岩 4点、花

筒岩 5点、ヒン岩 2点、チャート1点である。

21は C調査区包含層から出上した泥岩の砥石である。長さ 7.2cIIl、 幅 4.Ocm、 厚さ
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構 1出土

第 10図  D調 査区 出土土器実測図

さ
D渉
∂

13   溝 1出土
14～ 19  溝 3出土
20   包含層出土

 ́       |       苺`   20

第 11図  F調 査区 出土土器実測図
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4.2cm、 重量105gを測り、使用面は 4面である。 1面に条線状の研磨痕が認められる。

石材の粒子は細粒で、仕上砥に使用したものである。22は C調査区包含層から出土し

た21と 同じ石質の泥岩の砥石である。残存長 4,8cm、 幅 3.2c皿、厚さ 3.2cm、 重量60

gを測り、使用面は 4面である。石材の粒子は細粒で、仕上砥に使用したものである。

23は C調査区包含層から出上したセン緑岩の砥石である。残存長 6.6cm、 幅 5.3cm、

厚さ 2,7cm、 重量155gを測り、使用面は 2面である。石材は表面が風化しているが、

粒子は細粒である。使用面はよく研磨されており仕上砥に使用したものである。24は

C調査区土拡 4か ら出上した玄武岩の砥石である。残存長 7.9cm、 幅 5,7cm、 厚さ

6.8 cm、 重量580gを測り、使用面は 3面確認できる。石材の粒子は緻密で、仕上砥に

使用したものである。

25は C調査区包含層から出土した砂岩の砥石である。残存長 8.4cm、 幅 7.8clll、 厚

さ 4.4cm、 重量440gを測り、使用面は 3面である。石材の粒子は中粒で、中砥に使用

したものである。26は F調査区包含層から出土した砂岩の砥石である。残存長 8,3cm、

幅 5,9cm、 厚さ 5.6cm、 重量245gを測り、使用面は 1面で中央は浅く凹んでいる。石

材の粒子は中粒で、中砥に使用したものである。27は C調査区包含層から出上した砂

岩の砥石である。残存長 8,3cm、 幅 7.7cm、 厚さ 2,8cm、 重量190gを測り、使用面は

3面確認できる。石材の粒子は中粒で、中砥に使用したものである。28は C調査区包

含層から出土した砂岩の砥石である。長さ 9.6cm、 幅 6.Ocm、 厚さ 2,Ocm、 重量135g

を測り、使用面は 2面であり、表面に金気が付着する。石材の粒子は中粒で、中砥に

使用したものである。

29は C調査区溝 1か ら出土した花高岩の砥石である。長さ 5.lcm、 幅 4。 4clll、 厚さ

3.3clll、 重量105gを測り、手にもってすべての面を使用していた可能性がある。石材

は風化がはげしく、粒子は細粒で中砥もしくは荒砥に使用したものである。30は C調

査区の上拡 1か ら出上した29と 同じ石質の花筒岩の砥石である。長さ 6。 2cm、 幅 4,6

cm、 厚さ 3.6cm、 重量135gを測り、使用面は 1面のみである。石材の粒子は細粒で、

中砥もしくは荒砥に使用されたものである。3とはC調査区溝 2か ら出上した花筒岩の

砥石である。長さ24,3cm、 幅 8,9cm、 厚さ 4.6cm、 重量 1800gを測り、使用面は 2面

である。石材の粒子は細粒で使用面は凸凹があり、中砥もしくは荒砥として使用した

ものである。32は C調査区鍛冶炉周辺から出上した花筒岩の砥石である。残存長 8.5

cm、 幅8.l clll、 厚さ 4.9cm、 重量540gを測り、使用面は 2面である。石材は風化が進
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んでおり、粒子は細粒で荒砥に使用したものである。33は F調査区包含層から出土し

た花前岩の砥石である。長さ11,3cm、 幅 7.7cIIl、 厚さ 3.2cm、 重量 460gを測り、使

用面は 1面である。石材は風化がやや進んでおり、粒子は細粒で荒砥に使用したもの

である。34は F調査区包含層から出上したヒン岩の砥石である。残存長 5。 6cm、 幅

7.O cm、 厚さ 3.8cm、 重量 155gを測り、使用面は 1面で幅約 3 cmの浅い溝を使用し

ている。石材の粒子は細粒で荒砥に使用したものである。35は C調査区溝 2か ら出土

したヒン岩の砥石である。残存長 8,3cm、 幅 5。 4cm、 厚さ 3.5cm、 重量 150gを測り、

使用面は 2面である。石材の粒子は細粒で荒砥に使用したものである。36は F調査区

溝 3か ら出土したチャートの砥石である。長さ 8.2cm、 幅 6.Ocm、 厚さ 3.7cm、 重量

320gを測り、使用面は 2面である。石材の粒子は緻密で、荒砥に使用したものである。

37は C調査区土拡 1か ら出土したチャートの石材である。約 1/2を欠損しているが、

直径12.5cmの円形を呈し、厚さ 4.3cm、 重量380gを測る。使用面は 1面で、殴打によ

り生じた剰離痕が 2カ所に認められる。石材の粒子は緻密で、形態より金床石の可能

性がある。

これら鍛冶生産に係る石材はC・ F調査区より出上している。これらの調査区では

鍛冶炉を数基検出しており、砥石・金床石はこれに付随するものである。また、府立

交野高等学校教諭・景守紀子氏の御教示によると、石材は砂岩を除いて交野市周辺に

おいて採集できるということである。

141 その他の遺物

製塩土器 (第 2表 )

森遺跡からは古墳時代中期以降出現する丸底 I式の製塩土器が認められた。 4次調

査の際、D調査区包含層、F調査区溝 3・ 包含層、G調査区溝 1か らの出上が見られ

た。森遺跡の西側で製塩土器の出上が多い。

桃核 (第 3表 )

森遺跡からは古墳時代中・後期の上器に共伴して桃核が遺跡の西側で多数出土して

いる。 4次調査の際、F調査区溝 3か らの出上が見られた。

鍛治関連遺物 (第 4表、図版H)

4次調査の際、D調査区溝 1・ ピット6・ 包含層、F調査区土拡 4・ 溝 3・ 包含層、
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出 土 位 置 製塩 土 器破 片数 (個 )

森 86年 度 試  掘
森 A調 査 区  溝    5 6

〃   包  含  層

森 B調査 区  溝    1 4

溝

溝

ピ ッ ト 1
〃   ビ ッ ト 2 7

〃   土  拡
〃       」ヒ  〕広  2

6

″       オヽ  計
森 C調査 区  層    2
″   土 拡 1上層 4

″   土  拡  5 1

″   土  砿
″      三L  ウA  26
″       」L  虫▲  27 1

″       」L  ウ▲  28 1

4

〃   中 世 鋤 溝 1

″   包  含  層

森 D調 査 区  包  含  層 6

森 F調査 区  溝    3
″   包  含  盾

森 G調査 区  溝    1 1

森 △
芭 計

出 上 位 置 鉄  滓 (2) 輪 羽 日破 片数 (個 )
森 86年 度 試  掘 2,025 3

泰 88年 度 試  掘 0

森A調査区 溝
盾 2 0 1

溝 3 2

溝 4 0

置 5

1,410 2

小  計 2,715 9

森 B調査 区  土 拡 1

層 1 0

涌 2 0

0

/uヽ  計 605

森 C調査 区  澪    1 l

〃   溝 2上 層 3

療 2中 層 4

鷹 2下 層 1,550
″   浦 2全 体 1

〃   溝 2西 南 4

酒 8 0

土拡 1上層
″   土 拡 2上層 0

″   上 拡 2下層
土  転  3 0

″   土  砿  4 5 l

″   土  拡  5 200 l

〃   土  砿 0

土  拡  9 I

″       」ヒ  カ▲  12 4

″   土  拡  13 1

″   土  砿 2

″   土  拡  15 3

″   土  拡 6 0
″   上  拡 1

〃      ■   砿 0

″   上  拡 9 1,540 3

″   土  拡  24 0

〃   土  拡  25 5 0

59G 21(1完形品)
」と  現広  28 I

″   木器集 中区 0

″   鍛 冶 炉 周 辺 4,705

I

3,715

18,700

森 D調 査 区  肩 2.710
″   ピ ッ ト 6 0

0

″       /1ヽ  計 2,765

森 F FJR査区  土  拡  4 0

薄 3 0

〃   包  含  層 0

/1ヽ  計 660 0

森 G調 査 区  ピ ッ ト 7 5 1

〃   中 世 鋤 溝 0

包  曾  層 l

2

森 ハ
ロ 計 27,680

交野 郡 行 跡 (39年度 )ビ ット1 0

″   ピット2 1

″      f二 含 0

清 水 谷古 墳  (石 室 内 ) 0

第 4表 交野市鍛冶関連遺物出土表

第 2表 森追跡製塩土器出土表

出 上 位 置 桃   核   数 (個 )
森 A調 査 区  溝    3 1

4

森 B調査 区  土  拡  1
森 C調査 区  溝    1

魔

″   土  拡  1
″   土  拡  2 l

″   土  拡
″   土  拡  6

〃   木器 集 中区

森 F調査 区  澪    3
森 合 計 224

第 3表 森遺跡桃核出土表
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G調査区ピット7・ 中世鋤溝・包含層からフイゴ羽日もしくは鉄津の出土が見られた。

このうちD調査区溝 1か らは 2,430gをはかる鉄塊 (38)が出上している。

木質遺物 (図版12)

4次調査の際、 F調査区溝 3よ り舟形木製品 (39)が出土している。長さ61.5cIIl、

幅13,7cm、 厚さ 2,0～ 5。 3cmを測る。用途不明。また、景守紀子氏に木材の材質を顕

微鏡で調べてもらった結果、ツガ属であることがわかった。 (舟形木製品の一部の小

片を切り取り、ハンドセクションで木日・柾目・板目の 3面を顕微鏡で観察した結果、

放射仮道管を有し、かつ正常樹脂道を欠くことが確認されたので、ツガ属と同定され

た。なお、現在の植生から推測するとコメツガではなくツガであろう。)

今回の報告書では紙面の都合上、舟形木製品の小片断面の顕微鏡写真を提示できな

かったが、後日報告する予定である。
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第4章 ま と め

(1)概  略

本年度をもって都市計画道路・磐船駅前東西線に伴う発掘調査を終了した。ついて

は森遺跡の古代から現代まで概略を述べる。

現在の遺跡周辺は水田が広がるなかで、宅地化が進んでいる。近世における森周辺

も現在の水田と同一面において水稲耕作を行っていたことが発掘調査の結果わかった。

この面からは建物跡などは検出されていない。

今回の調査では、現在の条里と同一方向に走る中世の畝状遺構・水路状遺構が多数
(D

検出された。 3次調査においては弧を描く畝状遺構が確認されたことから、『森遺跡

工』で古代条里制を否定したが、中世において条里地割が一部変化したとも考えられ、

今後天野川流域の発掘調査によって究明しなければならない。今回までの調査成果で

森周辺は石清水八幡宮の荘園下において鎌倉時代以降、大規模な耕地の拡大が行なわ

れたと考えられる。

古代においては弥生時代中期の石鏃が確認されたが、本格的に人の手が加わるのは

弥生時代後期になってからである。同時代以降には森遺跡の西側で溝 と土拡墓などの

ほか、鍛冶関連の遺構・遺物が、東側はこれに対して掘立柱建物が数棟検出された。

次に古代の遺構・遺物について詳細に述べる。

12)湛漑用水路 (第 13図、図版 6・ 7)

森遺跡からは農業用に掘削されたと考えられる人工の溝がこれまでに16本検出され

ている。溝は 5世紀後半から6世紀初頭までに埋まっているものが多く、その掘削時

期は、古墳時代中期後半の土器に混じって体部にタタキロを有する平底の甕が溝内よ

り出上していることから、古墳時代前期もしくは弥生時代後期まで遡る。1987年度の

森南 1丁目 413番地の 1の試掘調査の際にも古墳時代の溝を 2本検出しており、その

地形からもこれらの水路は小久保川から水を引いていたと考えられる。古墳時代の遺

構面は中世の耕地化に伴ってかなり削平されており、 4次調査までは水田遺構は検出

できなかったが、多数の並行に走る溝と堰は水田の存在を裏付けるものである。これ

らの溝が現条里方向に走っていないことから古墳時代における水田の区画は地形に即

していたと考えられる。 3次調査の際、溝 2の底とほぼ同一のレベルで鍛冶炉がすぐ
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そばで検出され、また溝内から多数の鍛冶関連の遺物が出上している。これは灌漑用

水路を廃棄し、地形を改変したのち鍛冶操業を行い、溝に鉄滓・フイゴ羽口を廃棄し

たものと考えられる。その他の溝からも古墳時代中期後半を中心とする土器・鍛冶関

連の遺物が出上していることから、この時期に水田を廃棄し鍛冶専業集落へと転換し

たものと考えられる。

(31 掘立柱建物 (第 13図、図版 8)

森遺跡からは古墳時代中期から後期にかけての掘立柱建物が 5棟検出されており、

桁行方位を南北にもつ建物がそのうち4棟を数え、建物の構築方位に一定の規制が加

えられたものと考えられる。これらに付随してD調査区では溝が、G調査区では柵が

作られている。これらの建物は 4棟までが遺跡の東側で検出されており、また西側で

は鍛冶関連の遺構・遺物が多数検出されており、両者が同時期であることから鉄生産

に伴う作業場と鍛冶二人の住居が分離していたものと考えられる。

141 土拡墓 (第 13図、図版 9)

森遺跡からは土拡墓と考えられる土拡が 4次調査終了時までに38基確認されており、

埋葬時期は出上した土器より古墳時代中期から後期にかけてである。土拡墓の主軸を

東西間にもつものがそのうち23基までであり、墓の構築方位にも一定の規制が加えら

れたものと考えられる。北河内で古墳時代の土拡墓が多数検出できた例としては、寝

屋川市の讃良郡条里遺跡で 350基以上確認されている。森遺跡ではこれら集団墓と異

なり密集度がまばらで、付近に同時期の掘立柱建物が存在することから住居地域と墓

域とが分離せず存在していたと考えられる。

(5)鍛冶生産

森遺跡からはこれまでに古墳時代のフイゴ羽日・鉄岸・砥石などが多数出土し、そ

の量は大阪府下で柏原市の大県 。大県南遺跡などにつぐものである。鍛冶操業も共伴

する須恵器から5世紀後半から7世紀初頭の長期間であったことがわかり、古墳時代
(6)        17)

の鍛冶専業集落として位置づけられる。また、交野市内の交野郡衛跡・清水谷古墳に

おいても6世紀後半の鍛冶関連の遺物が、その他郡津渋り遺跡では 5世紀後半から6

世紀代の鉄鑓が出土している。 (図版15)
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森遺跡は車塚古墳群の西車塚古墳・東車塚南古墳・西車塚南古墳の築造年代とほぼ

同じ時期に鍛冶操業が行われ、またこれらの古墳とは直線距離にして約 500メ ートル

しか離れていないことなどから、これらの古墳の被葬者が鍛冶生産を掌握していたと

考えられる。車塚古墳群は森古墳群より連なる首長墓であり、水野正好氏は被葬者を

肩野物部に比定している。『新撰姓氏録』には、肩野連と物部肩野連が平安京の右京

と左京にそれぞれ移り住んでいたことが記されている (史料A)。 また堺市土塔町に

ある大野寺より奈良時代の人名を刻んだ瓦が多数出土している。その中の一点に「片

野連足嶋」という人物名があり、奈良時代には実在していた氏族であったことがわか

る。

古代において肩野物部が交野郡にいたという直接の文献資料等はないが、物部氏の

伝承地が天野川流域を中心に残っている。交野市私市にある嘩峯は、『先代旧事本紀』

「天神本紀」に見える饒速日命が降臨したと伝えられる嘩峯にあたり、一緒に天降っ

た天物部等二十五部人の中に肩野物部が見える (資料 B)。 『住吉大社神代記』「謄

駒・神南備山本記」に記されたように奈良時代には嘩峯が「饒速日山」と呼ばれ (史

料C)、 この嘩峯より南東 900メ ートルのところに磐船神社があり、饒速日命を祭神

として祀っている。

また嘩峯の横を流れる天野川が淀川と合流する付近に『倭名類棄抄』で「河内国茨

田郡伊香郷」と記された「伊加賀」の地名が遺存している。『日本書紀』「崇神天皇
い か し

即位前紀」 (史料D)。 「同七年十一月条」 (史料E)に物部氏の祖先として伊香色

謎命・伊香色雄の名が見え、これらは「伊香」の地名に通じるものである。

伊加賀は茨田郡に含まれているが交野郡に隣接しており、天野川水系は物部氏、特

にその中でも郡名にもなった肩野物部と深い関係があったと思われる。

また『播磨国風上記』揖保郡枚方里条のおそらく応神朝頃としての説明に、神尾山

にいる出雲の大神が出雲国の人の通行を妨げるので、鋤を「佐比岡」に祀って鎮めよ

うとしたが神は満足しなかった。その後、河内国茨田郡枚方里の渡来系鍛冶工人が来

て鋤を作って祀ったところ、交通を妨げることがなくなったと記される (史料F)。

この枚方里は 8世紀前半に伊香郷に移行したものと『行基年譜』などからもわかり
ta

(史料C)、 古墳時代に「伊加賀」周辺に物部氏が支配するところの鍛冶工人の存在

を指摘できる。

これら文献史料と交野市内より出土した精練及び鍛練の鍛冶関連遺物などの考古資
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料から見て、古墳時代に鍛冶二人のかなりの数が天野川流域に居住し、彼ら二人集団

を肩野物部が管轄したと考えられる。

これと関連して岡山県津山市の中山4申社の縁起文は興味深い伝承をもつ。『中山神

社縁由』の附録に「伽多野部長者乙丸」という人名が見え、彼は最初、中山神社の社

地に住んでいたが、中山神が現われたため、弓削庄 (現在の久米南町・建部町)に移

り住んだという内容である (史料H)。 これをうけて江戸時代初頭にできた『作陽誌』

では、伽多野部氏は肩野物部と同族で、乙丸がかなりの大邸宅に住んでいた豪族とい

う伝承を記している (史料 I)。 乙丸が中山神に譲った社地周辺は『古今和歌集』に

記されたように鉄生産と深く関わった土地で (史料」)、 実際に津山盆地周辺では古

墳時代の鉄生産遺跡が数多く発掘され、この時期まで肩野物部と鉄生産の関係を遡ら

せることは可能である。これらのことから、肩野物部一族が古代において、津山・交

野両市周辺に分布し鉄生産に深く関与しており、さらに次に述べる自然科学分野の成

果から、両地域の鉄生産が深いつながりをもつことがわかる。

現在までのところ森遺跡で鍛冶操業を行う5世紀後半に遡る製鉄炉は津山市周辺に

おいても確認されていないが、津山市の押入西 1号墳からは 5世紀中葉の砂鉄精練岸
働

が周溝内より出土しており、 5世紀代には製錬工程も周辺においてなされていた可能

性が強い。

また大澤氏より、交野市内出上の鉄津は鉱石系であり、郡津渋り遺跡出土の鉄鑓の

み砂鉄系であるという分析結果をいただいている (付章参照)。 津山市周辺では古墳

時代の鉱石系・砂鉄系のどちらもの製錬滓が出土しており、交野市内出土の鉄岸・鉄

鑓の成分に符合している。

いままで述べたことを総合すると、古墳時代に肩野物部氏は渡来系鍛冶集団を天野

川流域において掌握し、津山周辺においても同族に製鉄・鍛冶集団を統轄させた。両

地域の鉄生産集団を同一の氏族が管理することで、鉄素材及び半製品の円滑な流通を

図り、古墳時代中期以後の鉄製品の需要量の増大に対応したことが考えられる。

『播磨国風上記』揖保郡条に見える出雲国の鍛冶技術を持った人の東への移動は、

鉄素材及び半製品が中国地方から畿内へ運搬された史実の反映と考えられる。森遺跡

からは山陰系の鼓形器台も出土しており (第 H図 -20、 図版12)、 古墳時代前期以来、

出雲道を通っての物と人の流れがわかる。枚方里の鍛冶二人の移動目的地はその文意

から揖保郡とするよりも、出雲道に添う中国地方と読み取ることも可能であり、津山
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盆地をその有力候補地にあげることができよう。

今後、鉄に関する考古・文献 。自然科学相互の交流が両地域においても進むことに

より、森遺跡も含めた交野市内の古墳時代史がさらに明らかになると思われる。

(史料A) 『新撰姓氏録』「右京神別」 。「左京神別」

肩 野 連 神饒速日命の六世の孫伊我色雄命の後なり。

物部肩野連 伊香我色乎命の後なり。

(史料 B) 『先代旧事本紀』「天神本紀」

天物部等二十五部の人、同じく兵杖を帯び、天降り供奉す。二田物部 営麻物部 芹田物部 鳥

見物部 横田物部 嶋戸物部 浮田物部 巷宜物部 足田物部 須尺物部 田尻物部 赤間物部

久米物部 狭竹物部 大豆物部 肩野物部 羽東物部 尋津物部 布都留物部 経逆物部 讃岐

三野物部 相槻物部 筑紫聞物部 播麻物部 筑紫贅田物部

饒速日尊、天神の御祖の詔を稟け、天磐船に乗りて、河内国の河上の嘩峯に天降り坐し、すなわ

ち大倭国の鳥見の自庭山に遷り坐す。いわゆる天磐船に乗りて、大虚空を翔行り、この郷を巡り

院りて天降り坐す。すなわち虚空見つ日本国というは是か。

(史料C) 『住吉大社神代記』「騰駒 。神南備山本記」

四至 (東を限る、騰駒川・龍田の公田。南を限る、賀志支利坂・山門川 。自木坂 。江比須墓。西

を限る、母木里の公田・鳥坂に至る。北を限る、饒速日山。 )

右、山の本記とは、昔、大神の本誓に依り、寄さし奉る所、巻向の玉木宮に御 宇 しし天皇

(垂仁天皇)・ 橿日宮に御宇しし天皇 (仲哀天皇)な り。

(史料D) 『日本書記』「崇神天皇即位前記」

御間城入彦五十壌殖天皇 (崇神天皇)は、稚大和根子彦大日日天皇 (開化天皇)の第二子なり。

母をば伊香色謎命と目す。物部氏の遠祖大綜麻杵の女なり。

(史料E) 『日本書記』「崇神天皇七年十一月条」

天皇 (崇神天皇)の 日く、朕、築築えむとするかなとのたまふ。乃ち物部連の祖伊香色雄して、

神班物者とせむと卜お、に、吉し。又、使に他神を祭らむと卜ふに吉からず。十一月の丁卯の朔己

ケ「に、伊香色雄に命せて、物部の八十会を以て、祭神之物と作さしむ。
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(史料F) 『播磨国風上記』「揖保郡枚方里条」

桜行の埜 土は中の上なり。桜折と名づくる耕抜は、待hの國鉄色お新の桜努の童の撰天、茶笥

たりて、始めて此の村に居りき。談、枚方の里といム、。

涯髭諧 粧能と名づくる券微は、雷曇の大神、播逸面に涯しき。此の神、出雲の國人の淀施を蘊

過る者は、十人の中、五人を留め、五人の中、二人を留めき。故、出雲
の国人等、佐比を作りて、

此の岡に祭るに、遂に和ひ受けまさざりき。然る所以は、比古神先
に茶まし、比買神後より束ま

しつ。ここに、男神、摂まりえずして行き去りましぬ。この所以に、女神怨
み怒りますなり。然

る後に、待議の國羨協の訴あ緩鉢の童の鍵天、葉至たりて、此の山の基にとりて、霰愁薬りて、

僅に和し鎮むることを得たりき。此の神の在ししに困りて、名を神尾山
といム、。又、佐比を作り

て祭りし鹿を、R「ち佐比岡と琥く。

(史料G) 『行基年譜』

救 (枚の誤り)方院 同年 (聖武天皇十年・天平五年)十月十五日に起す。

薦田尼院

已上、河内国茨田郡伊香村に在る。

(史料H) 『中山神社縁由』附録

むかし此さとに伽多野部長者乙丸となんい
へるとみ人ありけり。地主大穴持の神ことにたふとみ

おもひけるに、御神 (中 山神)に宮所をゆつりまして後は、こと所にしつまりおはしますと
いヘ

とも、神威のいたくおとろへさせ給ム、事をほいなく思ひ、御神
のことにさかへおはします事をそ

ねみ奉りける心にや侍りけん。贅賂猪狼の神いかりましていたくとか
め給ム、により、けいし、親

族ともことことく身まかりなんとす。乙丸おとろきおもひ、身
のあやまりをくひて申さく。永く

此ところを立しりそき、人贄にかへて鹿二頭つ 年ヽことにそな
へ祭るへしと。

(史料 I) 『作陽誌』

肩野部は肩野物部を略せしの群なり。居民の伝言には、長者
の先は弓削物部より出ずる故に居る

所の地を弓削庄と号す。あんずるに物部肩野連は神饒速日命
の六世孫、伊香我色子の後なり。

華表の東南四丁許り隔肝の間に在り。相伝う。肩野物部乙磨
の居る所なり。音乙磨の宅地方数理、

大已貴之祀を奉ず。

(史料」) 『古今和歌集』「大歌所御歌」一〇八二

まがねふくきびの中山おびにせるほそたに川のをとのさやけさ

この再は御べのきびのくにのうた
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付

交野市森遺跡とその周辺遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学的調査

大 澤 正 己

概   要

森遺跡は、 5世紀後半から6世紀代にかけての鍛冶遺構を伴なった遺跡である。当

遺跡より出土した鉄滓 7点と、周辺に点在する4遺跡 (清水谷古墳、交野郡衛跡、郡

津渋り遺跡、寺村遺跡)出上の鉄岸及び鉄鑓、鉄器を調査して次の事が明らかになっ

た。

<1> 森遺跡出土鉄滓は、鉱石系鉄素材を鍛冶した鍛錬鍛冶岸 (小鍛冶岸)に分類

できる。供給された鉄素材の産地同定が今後の研究課題となってくる。

<2> 清水谷古墳供献鉄津は、森遺跡出土鉄滓と成分は同系である。同古墳被葬者

は、 6世紀後半代で、森遺跡鍛冶工房と由縁のあった可能性をもつ。

<3> 交野郡衛跡出土鉄滓は、 6世紀後半から7世紀初頭に比定されるが、これも

森遺跡出土鉄津に準ずる成分系であった。

<4> 郡津渋り遺跡出土鉄鑓 (枚鉄)は、製鉄原料を砂鉄系に由来する5世紀後半

～ 6世紀代の鉄素材である。製鉄産地が海外か列島内か注目される。

<5> 寺村遺跡の弥生時代後期の高杯脚転用の羽日共伴の鉄滓は、鍛冶滓に分類さ

れる。更に、円盤状鉄器は、砂鉄を原料とした鉄素材が供されていて、真実弥生期の

ものになると国内最古の砂鉄系鉄器となる。鉄器の年代確定が望まれる。

1.いきさつ

森遺跡は、大阪府交野市森南に所在する。交野市教育委員会が、1986年から1990年

にかけて 4次の発掘調査を行ない、 5世紀後半から6世紀後半にかけての鍛冶遺構と

して、鍛冶炉 9基と掘立柱建物を検出し、更に鉄滓27.7kg、 羽日破片 231点、砥石
①

(荒 。中・仕上砥)、 鉄器 (手斧)等を出土した。

当遺跡の鍛冶操業盛行期は隣接する車塚古墳群の古墳築造期と重なり、鍛冶専業集

落の様相を帯びている。

〓早
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一方、森遺跡の所在地は、交野郡 (現在の交野市・枚方市)の肩野物部の本貫地と

推定して鉄器鍛冶製作統括者としての位置づけ、更には、岡山県津山市一宮の中山神
②

社の肩野物部との由来まで遡らせる文献からの考察作業も行われている。

大阪府下の古墳時代における鍛冶に関する考察は、最近では当遺跡調査主体の交野
③        ④   ⑤

市教育委員会の論考や、花田勝広、北野重ら諸氏の言及があり、倭政催と鍛冶工房の

関わりが注目されている。しかし、この問題は野上丈助氏よりすでに1968年代に基本
⑥

的な点は論及されており、筆者も自然科学の分野から裏付け作業のデータ蓄積をなし
①

てきた。

今回、新たに森遺跡出土鉄岸の科学的調査依頼を要請されたので、金属学的調査を

行なった。なお、交野市では、市史編纂に鑑み周辺遺跡出土遺物の調査も併せて行な
⑥            ③

いたい意向があったので、清水谷古墳供献鉄滓、交野郡行跡出土鉄滓、郡津渋り遺跡
⑩                                   ①

出土鉄鑓 (枚鉄)、 寺村遺跡出土の弥生後期の可能性をもつ鉄滓と円盤状鉄器の性格

づけも実施した。

2.調査方法

2-1 供試材

調査試料の履歴と調査項目をTable.Hこ示す。

2-2 調査項目

(1)肉眼観察

(D 顕微鏡組織

鉄岸及び鉄器らは、水道水で十分に洗浄乾燥後、鉄滓は中核部をベークライト樹脂

に埋込み、エメリー研磨紙のイ150、 #240、 #320、 1600、 #1,000と順を追って研磨し、

最後は被研面をダイヤモンドの 3μ と lμ で仕上げている。

(3)ビッカース断面硬度

鉄岸中の鉱物組成の同定を目的として、ビッカース断面硬度計 (Vickers Hardness

Tester)を用いて硬さの測定を行なった。試験は鏡面琢磨した試料に 136° の頂角を

もったダイヤモンドを押し込み、その時に生じた窪みの面積をもって、その荷重を除
⑫

した商を硬度値としている。試料は顕微鏡試料を併用した。

(4)CMA(Computer Aided X― ray Micro Analyzer)調査

EPMA(Electron Probe Micro Analyτ er)に コンピューターを内蔵させた新鋭分
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析機器である。別名、X線マイクロアナライザーとも呼ばれる。分析の原理は、真空

中で試料面 (顕微鏡試料併用)に電子線を照射し、発生する特性X線を分光後にとら

えて画像化し、定性的な測定結果を得る。この後、標準試料とX線強度との対比から

元素定量値をコンピューター処理してデータ解析を行う方法である。

(5)化学組成

鉄滓の分析は次の方法をとっている。

全鉄分 (Total Fe)、 酸化第 1鉄 (FeO):容量法、炭素 (C)、 硫黄 (S):燃焼

赤外線吸収法、他成分 :ICP法 (高周波プラズマ発光分光分析法)。

符 号 遺跡名 試  料 出上位置 推定年代

計 測 値 調 査 項 目

サ イ ズ

(ntr)

重量

(g)

頸 徹 鏡

組  織

ビィカーズ

断面硬度
CMA 化学組成

KAT-1
Ｃ

区

森

地

鉄 津 (椀

形滓破片)
土 拡  19

6C中葉

～後半
45× 45× 25 ○ ○ 〇 ○

KAT-2
鉄   澤

(椀形滓)
鍛冶炉周辺

6C中葉～

後半
60× 40× 23 O O O

KAT-3 小 鉄 塊 上  拡  5
5C後半～

6C前半
75× 45× 35 〇 ○

KAT-4
鉄 滓 (杭
形滓 1/4)

土 拡 18
6C中棄～

後半
45× 55× 20 ○ ○ ○

KAT-5
鉄   滓
(拡形津)

包 合 層
5C後半～

6C後半
60× 35X35 O ○

KAT-6
鉄   滓

(椀形岸)
土 拡 27

5C後半～

6C前半
60× 77× 2J ○ O

KAT-7
Ａ
　
区

森

地

鉄   滓

(椀形滓)
溝

50後半

～6C初
60× 45X15 ○ ○ ○

KAT-8
清水谷

古 墳

鉄   滓
(椀形滓)

式

内

穴

室

横

石
6C後 半 55× 50× 20 ○ 〇 ○ ○

KAT-9
交野郡

衛 跡

鉄 滓 (小

型杭形滓)
宮喜2奇「レ房
Pit 2

6C後半

～7C初
50× 30× 15 O 〇 ○

KAT-10
津

り

郡

渋
鉄   疑

第 2ア Jッ ト

Pit20

5C後半

～6C前
32× 22× 5 ○ ○

KAT-11 寺 村 円継状鉄器
第1トレツチ8層

780215

弥むit幻朗?

養需阜貸
10× 17×

25
O ○

KAT-12 鉄   滓 17× 12× 7 ○ 〇

Table。 1 供試材の履歴 と調査項目
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3.調査結果と考察

(1)森遺跡出土遺物

森遺跡は、生駒山地北部の竜王山南西側の交野ヶ原と呼ぶ洪積台地に位置する。鍛

冶関連遺構として、鍛冶炉 9基が検出され、鉄滓や羽日、砥石が出上した。C地区出

土鉄岸 6点、A地区出土鉄滓 1点を調査した

① 鉄滓 KAT-l C地 区土拡19出土 鍛冶炉。

土拡19は、最大幅80cm、 最深部28cmを測り、埋土は 8層に分層され、 5層 と6層、

3層 と4層、 1層の 3回の鍛冶操業が考えられる。

肉眼観察 :表皮は淡黒色地に赤褐色の鉄錆を発生、平坦面をもち、木炭痕と気泡を

露出する。裏面は黒色を呈し、小波状の反応痕を有する。破面は黒色緻密質で比重は

大。端部は気泡多く、もろい。鍛冶炉の炉底に堆積した椀形岸の破片である。

顕微鏡組織 IPhoto lの 1段目に示す。鉱物組成は、白色粒状のヴスタイト (Wus

tite i FeO)と、淡灰色長柱状結品のファイヤライト (Fayahte:2FeO・ Si02)、 それ

に基地の暗黒色ガラス質スラグから構成される。鍛錬鍛冶滓の晶癖である。

ビッカース断面硬度 :Photo.4の①②に示す。①はファイヤライト (Fayalite:2

FeO・ Si02)の硬度圧痕である。硬度値は、603Hv、 628Hvである。ファイヤライトの文

献硬度値は 600～700Hvで あり、妥当な値である。次にヴスタイト (Wustite:FeO)の

硬度圧痕をPhoto。 4の②に示す。こちらは、488Hv、 498Hvであり、文献値の450～ 500

Hvの範囲に収まっている。

CMA調査 :Table,3に高速定性分析結果を示す。分析個所はPhoto.5の SE(2

次電子像)に示したヴスタイト (WustiteiFeo)と ファイヤライト (Fayalite:2 Fe0

・Si02)それに基地の暗黒色ガラス質スラグ部分である。検出元素の強度 (Count)順

に並べると次の様になる。珪素 (Si)、 鉄 (Fe)、 アルミニウム (Al)、 カルシウム

(Ca)、 カリウム (K)、 チタン (Ti)、 ナトリウム (Na)、 アンチモン (Sb)、 燐

(P)ら である。

微量のチタン (Tl)と燐 (P)の検出は、製鉄原料に磁鉄鉱が装入されたと想定で

きる。

この高速定性分析結果を視覚化したのが、Photo.5の特性X線像である。ヴスタイ

ト (wustite:FeO)は 、鉄 (Fe)と酸素 (0)の化合物であるので、白色輝点が鉄 (Fe)

に集中して現れる。同じく、ファイヤライト (Fayalite:2FeO・ Si02)の結晶には、
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たことによる。また徴量のチタン (Ti)や燐 (P)が検出されるのは鉄素材の製鉄原料に磁鉄鉱が使われた事によると考えられる。

Table,3 森遺跡C地区出土鍛錬鍛冶滓 (KAT-1)の コンピュータプログラムに

よる高速定性分析結果

鉄 (Fe)と珪素 (Si)に 白色輝点が集中し、その存在を明らかにしている。暗黒色ガ

ラス質スラグ部分には、ガラス質成分の珪素 (Si)、 アルミニウム (Al)、 カルシウ

ム(Ca)、 カリウム (K)、 ナトリウム (Na)ら に白色輝点が集中する。

化学組成 :Table.2に示す。顕微鏡組織で観察されたヴスタイト (WustiteiFeO)の

品出量が若千少な目であったのが鉄分にも反映されて全鉄分 (Total Fe)は 、44.55%

と鍛錬鍛冶津としては少ない。金属鉄 (MetaHiC Fe)も ほとんど含まれず0.27%、 そ

れに酸化第 1鉄 (FeO)が 52.12%と酸化第 2鉄 (Fe203)が 5,39%の割合である。ガラ

ス質成分 (Si02+A1203+CaO十 Mgo十 K20+Na20)は 38.012%と 、やや高目である。このガラ

ス質成分の中の塩基性成分の酸化カルシウム (CaO)が 2.26%と多い目は鉱石系鍛錬鍛

冶岸に多い傾向である。

更に、随伴微量元素の二酸化チタン (Ti02)が 0,21%、 バナジウム (V)0。 002%

とこの 2成分が少ないのは砂鉄系鉄素材の鍛冶は否定されて鉱石系鉄素材となる。五

酸化燐 (P205)が高目の0。 95%、 銅 (Cu)0.010%の レベルは、磁鉄鉱系原料を裏付け

る。
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② 鉄滓 KAT-2 C地 区鍛冶炉周辺出土

鍛冶炉周辺では、羽日の破片数49個、鉄滓が 7,435gが 出土。その他に須恵器・土

師器・製塩土器・炭化材・桃の種子が検出された。

肉眼観察 :表皮は灰色地に赤褐色の鉄錆発生。平坦面で中央部に窪みをもち、粘土

質肌。裏面は淡黒色地に鉄錆点在して木炭痕を有す。破面は黒褐色で緻密質。椀形滓

である。

顕微鏡組織 :Photo.1の 2段目に示す。鉱物組成は、白色粒状のヴスタイト (Wust

iteiFeO)が多量に晶出し、粒間に淡灰色長柱状のファイヤライト (Fayalite:2FeO・

Si02)と暗黒色ガラス質スラグである。鍛錬鍛冶滓の組織である。

ビッカース断面硬度 :Photo。 4の③に示す。ファイヤライト (Payalite:2FeO。

Si02)の硬度圧痕を示す。硬度値は 613Hv、 660Hvであり、鉱物組成と矛盾ない値であ

る。

化学組成 :Table.2に示す。全鉄分 (Total Fe)は 高目で 51.29%、 このうち、金

属鉄 (Metallic Fe)が 0.47%、 酸化第 1鉄 (FeO)49。 96%、 酸化第 2鉄 (Fe203)17.14

%で鉄酸化物を含有する。ガラス質成分 (Si02+A1203+CaO十 Mgo+K20+Na20)は少な目の

28.24%である。二酸化チタン (Ti02)0・ 14%、 バナジウム (V)0.002%、 五酸化

燐 (P205)Oo 37%は磁鉄鉱系鉄素材であろう。酸化マンガン (MnO)0,19%、 酸化クロ

ム (Cr203)0・ 001%は既述したKAT-1鉄 岸に近似した成分系である。

③ 小鉄塊 KAT-3 土拡 5出土

土拡 5は、調査区の中央北側より検出。最深部は 0.6mを測り、長軸は一部調査区

外で分からないが、現存長軸 2.5m、 短軸は 1.2mを測る。埋土は大きく分けて上層

が粘質上、下層が砂質上である。遺物は須恵器
。土師器 。羽日・鉄滓を出上した。時

期は 5世紀後半から6世紀前半である。

肉眼観察 :表裏ともに赤褐色なめらか肌の塊で、亀裂を走らせて金属鉄が残存して

いて、これが酸化を受けた事を物語っている。 200gの小鉄塊である。鉄素材の原料

となる荒鉄と推定される。

顕微鏡組織 I Photo.1の①～⑤に示す。いずれも、酸化を受けて自然腐食(Etching)

で表われた鋳鉄組織である。鋳鉄には、白銑 (White Pig iron)とねずみ鋳鉄 (Gray

Cast iron)と があるが、この両方の組織が 1個体の小鉄魂から認められた。①～③が

自銑組織である。白銑は炭素がセメンタイト (Cementite:Fe3C)と して存在する。淡
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白色及び白色部分がセメンタイト、黒い部分はオーステナイト (Austenite)よ り変化

したパーライト (Pearlite)で ある。この組織は冷却速度の速かった小鉄塊の外皮側

で観察される。

次に④⑤にねずみ鋳鉄を示す。黒い片状は黒鉛で、炭素 (C)の大部分はこの形で

晶出または析出している。こちらは冷却速度が遅いのと珪素 (Si)の増加によって生

ずる。

該材は鋳鉄で硬くて脆いので、鍛冶炉内で下げ (酸化脱炭)に よって鍛錬鉄に変え

たと考えられる。

化学組成 :Tabel,2に示す。鋳鉄組織を有していたので炭素 (C)量は、2.65%と

多い。又、二酸化珪素 (Si02)は9,94%と鉄成分系としては多く、土壌による二次汚

染もある。随伴微量元素は、全体がおしなべて低目となり、二酸化チタン(Ti02)0・ 04

%、 バナジウム (V)0,002%は少ない。硫黄 (S)0.063%はやや高目で、これも二

次汚染の影響を考えられる。

該品は、鍛冶素材とするには酸化脱炭処理が必要となり、精錬鍛治 (大鍛冶)作業

が当遺跡内で行なわれた可能性をもってくる。なお、当高炭素材は、逆に滲炭材とし

ての用途もあるので、脱炭素材とするか滲炭用原料とするか、充分な検討が必要とな

ってくる。

④ 鉄岸 KAT-4 C地 区土拡18出土 鍛冶炉。

土拡18は、最大幅20cm、 最深部 6 cmを測り、埋土は黒色粘質土層のみである。

肉眼観察 :表皮に花満岩層を多量に付着した黒褐色のガラス質鉄滓である。裏面は

灰白色の高温変色した炉材粘土を付着し、木炭痕も残す。破面は褐色を呈して緻密質。

ただし鉄分は少ない。形状は杭形岸の 1/4程度の破片である。

顕微鏡組織 :Photo。 2の①②③に示す。鉱物組成の大部分は、暗黒色ガラス質スラ

グであるが、わずかに白色多角形状の大小の結晶のマグネタイト (Magnetite:Fe304)

とファイヤライト (Fayalite:2FeO・ Si02)らが晶出する。③のマグネタイトの大き

な結品は、鍛錬鍛冶ではみられない結品で、該滓は、前述したKAT-3小 鉄塊らの

下げ (脱炭)や成分調整らの精錬鍛冶に際して排出された津と考えられる。

ビッカース断面硬度 :Photo,4の④にマグネタイト (MagnetiteiFe304)結品の硬度

圧痕を示す。硬度値は、603Hv、 608Hvを計る。マグネタイトの文献硬度値は500～ 600

Hvであり、わずかに上まわっているが妥当な値である。
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化学組成 :Table。 2に示す。ガラス質鉄滓なので鉄分が低い。全鉄分 (Total Fe)

は、16.39%であり、このうち、金属鉄(Metallic Fe)は 0.31%、 酸化第 1鉄 (FeO)が

10.27%、 酸化第 2鉄 (Fe203)11・ 58%の割合である。ガラス質成分 (Si02+A1203+Ca0

+Mgo+K20+Na20)は 71,904%と 多い。該滓は五酸化燐 (P205)が Oo 91%と 高目であるが、

他の随伴微量元素は他試料と大差ない。

当遺跡内では、成分調整的な工程もあったと想定される。ただし、化学組成には成

分傾向が明瞭には表われていない。

⑤ 鉄滓 KAT-5 C地 区包含層出土

肉眼観察 :椀形滓で両端を欠き中央部のみの試料。表皮は赤褐色に青灰色をわずか

に混ぜる。肌は凹凸少なく亀裂が走る。裏面は灰色地に薄膜粘土を付着する。破面は

赤褐色を呈し、気泡なく緻密質。比重は大きい。

顕微鏡組織 :Photo.2の 3段目に示す。鉱物組織は、白色粒状のヴスタイト (Wust

ite:FeO)に淡灰色長柱状のファイヤライト (Fayalite:2FeO・ Si02)を晶出する。鍛

錬鍛冶岸の晶癖を示す。

化学組成 :Table.2に示す。既述した各鉄津成分と大差ない。ただし、酸化マンガ

ン (MnO)0.69%、 銅 (Cu)0,012%が高目傾向を有している。同系鉄素材と考えられる。

⑥ 鉄滓 KAT-6 C地 区土拡27(井戸)出土。

調査区中央部南端より検出。最大幅 1.5m、 最深部 0.3mを測る。埋土は、黒色粘

質土で上下 2層に分かれる。遺物は、須恵器・土師器・羽日・鉄滓・炭化材が出土。

5世紀後半から6世紀前半代。

肉眼観察 :椀形滓。表皮は灰茶色を呈す。平坦面で木炭痕と気泡を発する。肌は風

化のため粘土状軟質被膜となる。裏面は錆を発生し気泡を露出。破面は気泡少なく赤

褐色、比重は大きい。 3片に割れている。

顕微鏡組織 :Photo。 2の 4段目に示す。鉱物組成は、白色粒状大粒のヴスタイト

(wustiteiFeO)と 淡灰色盤状結晶のファイヤライト (Fayalite:2FeO・ Si02)、 それ

に少量の基地の暗黒色ガラス質スラグから構成される。鍛錬鍛冶岸の晶癖である。

化学組成 :Table.2に示す。当遺跡出土鉄滓でもっとも鉄分が多く、全鉄分(Total

Fe)が 56.60%、 金属鉄 (MetaHic Fe)0.22%、 酸化第 1鉄 (FeO)58.65%、 金属鉄

の酸化物は少なく酸化第 2鉄 (Fe203)は 15.43%である。ガラス質成分(Si02+A1203

+CaO十 Mgo十 K20+Na20)は 低目で22.936%と なる。随伴微量元素は他試料と同系であるが
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銅 (Cu)が 0.016%と 高目である。

⑦ 鉄滓 KAT-7 A地 区溝 3出土。

溝 3の最大幅は、1.05mで最深部は0.36mを測る。出土遺物は須恵器・土師器・桃

の種子・羽日・鉄岸である。

肉眼観察 :枕形滓の 1/2の破片である。表皮は淡茶褐色で表面は平坦。肌は風化を

受けて粘土質になる。気泡露出。裏面は黒褐色に木炭痕を有す。破面は気泡なく一部

に金属鉄の酸化物が認められる。同じく花開岩層の噛み込みもある。比重は大きい。

顕微鏡組織 I Photo。 2の 5段目に示す。鉱物組成はヴスタイト (WustiteiFeO)が凝

集して層状に析LHする。局部加熱を受けたのであろう。他にファイヤライト(Fayalite

:2FeO・ Si02)と基地の暗黒色ガラス質スラグから構成される。KAT-5鉄 津でも

同系晶出部が確認された。鍛錬鍛冶滓に分類される。

ビッカース断面硬度 :Photo.4の⑤⑥に圧痕写真を示す。⑤は凝集ヴスタイト(Wus

tite:FeO)で ある。硬度値は 423～ 441Hvで文献値の 450～ 500Hvよ りやや低目であ

る。ヴスタイト結晶が大きく軟質に数値が出たものと推定される。

⑥のファイヤライト (Fayalite:2FeO・ Si02)は、608～623Hvである。これは文献

値の 600～700Hvの範囲に収まる。

ヴスタイトとファイヤライトの両結晶は、顕微鏡組織と硬度値から鉱物組成が同定

できた。

化学組成 :Table.21こ示す。該材の化学組成はC地区出土鉄滓と近似したもので、

やはり同系鉄素材の鍛錬鍛冶滓である。

(D 清水谷古墳出土鉄津

森遺跡から北東 3血の地点に清水谷古墳は位置する。古墳は直径1lmの円墳で無袖

式横穴式石室を内部主体とする。鉄津は玄室内より耳環と共伴した。古墳年代は 6世

紀後半が比定される。

① 鉄滓 KAT-8 玄室内出土。

肉眼観察 :小型椀形津である。表皮は淡茶褐色を呈し、肌は小突起を幾つも有して

木炭痕を残す。裏面は茶色できれいな円弧を描く。破面は黒色多孔質である。

顕微鏡組織 :Photo,3の 1段目に示す。鉱物組成は白色粒状のヴスタイト(Wustite

i FeO)と淡灰色盤状結晶のファイヤライト (Fayalite:2FeO・ Si02)と基地の暗黒色
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色ガラス質スラグから構成される。鍛錬鍛冶滓の晶癖である。

ビッカース断面硬度 :Photo.4の⑦③に示す。⑦はファイヤライト (Fayalite:2

FeO・ Si02)の硬度で 593～ 598Hv、 ③はヴスタイト(Wustite:FeO)で 417～429Hvであ

る。両鉱物ともに、文献値より若干低目に出ているが、バラツキの範囲として許容で

きる値である。

化学組成 二Table,2に示す。成分は森遺跡出土鉄岸と同系である。鉱物組成と化学

組成からみて、鍛冶に供された鉄素材は、鉱石系であり、清水谷古墳出土鉄滓は森遺

跡と関係があると推定される。

CMA調査 :Table,4に高速定性分析結果を示す。分析個所は、Photo.6の SE(2

次電子像)に示したヴスタイト (Wustite:FeO)、 ファイヤライト (Fayalite:2FeO。

Si02)、 暗黒色ガラス質である。検出元素の強度は各鉱物含有の元素と対応する。

Count順に並べると次の様になる。珪素 (Si)、 アルミユウム (Al)、 鉄 (Fe)、 カ

リウム (K)、 カルシウム (Ca)、 アンチモン (Sb)、 チタン (Ti)、 バ リウム

(Ba)、 ナトリウム (Na)、 マグネシウム (Mg)、 燐 (P)である。珪素 (Si)は、

ファイヤライトとガラス質主成分であり、鉄 (Fe)は ヴスタイトとファイヤライトに

含有される。カリウム (K)、 カルシウム (Ca)、 アンチモン (Sb)、 バリウム (Ba)、
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鉄素材の原料は磁鉄鉱の可能性が強い。

Table.4 清水谷古墳出土鍛錬鍛冶滓 (KAT-8)の コンピュータプログラムによ

る高速定性分析結果
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ナトリウム (Na)、 マグネシウム (Mg)らはガラス質成分である。これらにチタン

(Ti)と燐 (P)が微量に含有されるのは、磁鉄鉱の可能性をもつものである。

次にPhoto。 6は、これら高速定性分析で検出された各元素を視覚化した特性X線像

を示す。分析元素の存在は、自色輝点の集中によって判定される。白色粒状結晶のヴ

スタイトには鉄 (Fe)に 白色輝点が濃く集中する。淡灰色盤状結晶のファイヤライト

の鉄 (Fe)は、ヴスタイトより幾分薄日で検出される。同じくファイヤライトの珪素

(Si)は、暗黒色ガラス質スラグよりも薄目で白色輝点が集中する。なお、カルシウ

ム (Ca)は、珪素 (Si)とアルミニウム (Al)、 鉄 (Fe)ら と化合する鉱石であり、

鉱物組成の同定が必要となり、後日明らかにしてゆきたいと考える。

(3)交野郡行跡出土鉄岸

遺跡は生駒山系の山麓部から続く台地の先端部に位置する。東西 2m、 南北 1.8m

のトレンチを設定し、径15～ 25cm、 深さ21～49cmの 4つのピットが検出された。遺物

は須恵器・土師器・鉄岸・羽口らである。推定年代は 6世紀後半～ 7世紀初頭と推定

される。

① 鉄滓 KAT-9 第 2ト レンチ出土

肉眼観察 :表皮は灰色部分と茶褐色部分が混在する。全体に平坦で木炭痕をとどめ

気泡を露出する。裏面も同色系で反応痕と木炭痕を残す。破面は黒褐色で、気泡が散

在する。

顕微鏡組織 :Photo.3の 2段 目に示す。鉱物組成は白色粒状結晶のヴスタイ ト

(wustite:Fe8)と 、淡灰色長柱状ファイヤライト (Fayalite i 2FeO・ Si02)が晶出す

る。これも基地には、少量の暗黒色ガラス質スラグが伴なう。鍛錬鍛冶岸の晶癖であ

る。

ビッカース断面硬度 :硬度圧痕写真をPhoto.4の③⑩に示す。ファイヤライト(Fay

alite:2FeO・ Si02)は 618～ 628Hv、 ヴスタイト (WustiteiFeO)は 415～ 435Hvである。

鉱物組成に、ほぼ見合った数値である。

化学組成 :Table.2に示す。全鉄分 (Total Fe)が 52.63%と多く、ガラス質成分

(Si02+A1203+CaO十 Mgo+K20+Na20)は 27.566%と 低目である。随伴微量元素は森遺跡出

土鉄岸に準ずるものである。鉱石系鉄素材の鍛錬鍛冶滓と推定される。
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但)郡津渋り遺跡出土鉄鑓状鉄製品 (図版15)

遺跡は森遺跡の北へ約 3血の地点である。昭和52年に関西電力の変電所建設に伴な

う試掘での出土品である。共伴遺物は、少量の上師器の甕・高杯であった。 5世紀後

半～ 6世紀が比定される。

① 鉄鑓 KAT-10 ピット20出土

肉眼観察 :正確には鉄鑓状鉄製品もしくは枚鉄 (ひ らがね)と呼称すべきかも知れ
⑬

ない。同系鉄製品は、奈良市円照寺墓山 2号墳出土「鉄板」に準ずるものである。現

存長 280X幅 108×厚み 6 mm。 そのうちの破片32× 22X51mn、  7.8gの破片を供試材

とした。

顕微鏡組織 I Photo。 3の 3段目に示す。酸化を受けて金属鉄は残存しないが、炭化

物組成は、自然腐食 (Etching)を 受けて辛じて留めている。パーライト (Pearlite:

フェライトとセメンタイトが交互に重なり合って構成された層状組織)である。炭素

含有量は 0。 8%前後の共析鋼と推定される。鉄素材としては熱処理のしやすい最適鉄

素材であろう。

CMA調査 :Table.5に高速定性分析結果を示す。PhOto,7のSE(2次電子像)に

示した鍛造工程を裏付ける展伸状非金属介在物 (鉄の製造過程で金属鉄と分離しきれ
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Table.5 郡津渋り遺跡出土鉄艇状鉄製品 (KAT-10)中 の非金属介在物のコンピ

ュータプログラムによる高速定性分析結果
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なかったスラグや耐火物の混じり物)を分析している。検出元素を強度 (Oount)順 に

並べると、鉄 (Fe)、 チタン (Ti)、 珪素 (Si)、 アルミニウム (Al)、 硫黄 (S)

となる。チタン (Ti)の Countが鉄 (Fe)に次いで強く、製鉄原料は砂鉄系が想定で

きる。

この高速定性分析を視覚化した特性X線像と非金属介在物の定量分析結果をPhoto.

7に示す。鍛造加工で伸びた介在物の全面からチタン (Tl)は検出される。定量分析

の二酸化チタン (Ti02)は 8.070%である。この数値は間違いなく砂鉄系原料を裏付

ける。また、非金属介在物は、酸化第 1鉄 (FeO)が 69.16%で主体となり、これに二

酸化珪素 (Si02)が 5.26%、 酸化アルミニウム (A1203)16.18%、 酸化カリウム(K20)

0,276%、 酸化カルシウム (CaO)0。 128%、 硫黄 (S)0,458%を含む。その他微量

のガラス質成分 (Na20・ Mgo)が含有される。

5世紀代の鉄製品で砂鉄系鉄素材は類例は少ない。今回の郡津渋り遺跡以外は、埼
①

、玉県大宮市の御蔵山中遺跡出上の鉄鏃例があるぐらいであろう。

(5)寺村遺跡出土遺物

寺村遺跡は、森遺跡の北東約 500mの位置に所在する。 2号堅穴第 3層かく乱層か

ら高杯脚転用羽日 (内径421mll、 厚み1011un)と鉄滓 (20× 30× 101111n、 15g)ら を出土す

る。

① 円盤状鉄製品 KAT一 H 第 1ト レンチ第 3層出土

肉眼観察 :円盤状鉄製品の小破片 (10× 17× 2.5 11un、 0.65g)を 供試材とした。鉄

製品の表面は赤褐色に発備し、酸化を受けているが、内側は黒錆化に留まり磁性を有

している。

顕微鏡組織 :Photo.3の 4段目に示す。鉄中の非金属介在物は、淡茶褐色粒状異物

のチタン酸化物である。該品もこの非金属介在物の形状から鍛造品と判る。

CMA調査 :Table.6に高速定性分析結果を示す。分析個所はPhoto.8の SE(2次

電子像)に示す淡茶褐色粒状非金属介在物である。検出元素は強度 (Count)順 に並べ

ると次の様になる。鉄 (Fe)、 チタン (Ti)、 アルミユウム (Al)、 珪素 (Si)、 マ

グネシウム (Mg)、 硫黄 (S)と なる。

非金属介在物は、鉄 (Fe)とチタン (Ti)を主成分とするウルボスピネル (Ulvosp

inel i 2FeO・ Ti02)である。製鉄原料は砂鉄系となる。
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島内では最古級に属する。

Table.6 寺村遺跡出土円盤状鉄器 (KAT-11)中井金属介在物のコンピュータプ

ログラムによる高速定性分析結果

次にPhoto.8の特性X線像と定量分析結果をみる事にする。特性X線像は、高速定

性分析結果を視覚化している。粒状非金属介在物の粒子に対して、チタン (Ti)に 白

色輝点は鮮明に集中しており、これにアルミニウム (Al)、 マグネシウム (Mg)、 珪

素(Si)がわずかに検出されている。白色輝点の集中度が大きく鮮明な程、分析元素が

多いことを表している。

更に、この非金属介在物の定量分析結果を特性X線像の下の表に示している。SE

(2次電子像)の 2と番号を打った非金属介在物について分析している。酸化第 1鉄

(FeO)が 62,7%、 二酸化チタン (Ti02)23.9%、 酸化アルミニウム (A1203)6.58%、

酸化マグネシウム(Mgo)4。 32%となる。非金属介在物の組成は、ウルボスピネル(Ulvё

spinel:2FeO・ Ti02)で ある。

当円板状鉄器が、弥生時代後期と認定されれば、列島内で初めての砂鉄系鉄器とな

る。産地は国内か大陸側の韓半島か興味を呼ぶところとなり、重大な問題提起をかも

す遺物となる。

② 鉄滓 KAT-12 第 1ト レンチ第 3層出土

肉眼観察 :表裏ともに赤褐色を呈した小塊で2.26gで ある。発掘過程で一部打欠き

-47-



が加わって破面を露出する。破面は茶褐色で気泡を散在させる。

顕微鏡組織 :Photo.3の 5段目に示す。鉱物組成は、白色粒状のヴスタイト (Wust

ite:2FeO)と、淡灰色盤状結晶のファイヤライト (Fayalite:2FeO・ Si02)、 これに

基地の暗黒色ガラス質スラグで構成される。鍛錬鍛冶岸の品癖である。

CAM調査 Table,7に高速定性分析結果を示す。分析個所は、Photo,9のSE(2
次電子像)に示したヴスタイト (WustiteiFeO)と ファイヤライト (Fayalite:2FeO・

Si02)、 それに基地の暗黒色ガラス質スラグである。検出元素は、ファイヤライトと

ガラス質スラグ部分の珪素 (Si)、 ヴスタイトとファイヤライトの鉄 (Fe)が主成

分で、あとはガラス質スラグのアルミニウム (Al)、 カルシウム (Ca)、 カリウム

(K)、 マグネシウム (Mg)、 ナトリウム (Na)らである。

Photo.9に特性X線像を示す。ヴスタイト (Wustite:FeO)と ファイヤライト (Faya

lite:2FeO・ Si02)に は、それぞれ、分析元素に応じて白色輝点が集中する。ヴスタ

イトには鉄 (Fe)、 ファイヤライトには鉄 (Fe)と珪素 (Si)に 自色輝点が集中して

いる。

当鉄岸からは、砂鉄特有元素のチタン (Ti)やバナジウム (V)の検出がなく、鍛

軋　呻中中Ｈ・・，呻中呻呻れ呻呻中叫【中呻中中呻中中呻］呻

Photo 9の SE(2次電子像)に示すヴスタイ ト (Wust he:FeO)と ファイヤライト (Faya n te i 2FeO'S102)ヽ 暗黒色ガラス質スラグの分析である。検出元素を強
度 (Count)順 に並べると次の様になる。珪素 (Si)7417、 鉄 (Pe)5981、 アル ミニウム (Al)925、 カルシウム (Ca)429、 カリウム (K)248、 マグネシウム
(M8)126、 アンチモン (Sb)76、 ナ トリウム (Na)36と なる。該品にはチタン (Tl)、 バナジウム (V)ら砂鉄特有元素がほとんど含有されていないので、鍛冶
に供 した鉄素材は鉱石系と推定される。

Table.7 寺村追跡出土鉄滓 (KAT-12)コ ンピュータプログラムによる高速定性

分析結果
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冶に供した鉄素材の製鉄原料は鉱石系の可能性をもつ。そうすると前述した円盤状鉄

器は砂鉄系原料に由来する鉄器であったので、該品とは直接つながらなくなる。

出土鉄津は、高杯脚転用羽日と共伴していて鍛冶作業はなされたとみなされる。円

盤状鉄器は、この時の鍛冶製品ではなかったであろう。

4。 まとめ

(1)森遺跡の鍛冶

森遺跡は 5世紀後半から6世紀代の鍛冶工房である。遺構は鍛冶炉を 9基検出し、

遺物としては鉄津27.7kgを はじめとして、羽日や砥石を伴う。

鉄岸の鉱物組成は、ヴスタイト (Wustite:FeO)と ファイヤライト(Fayalite:2FeO・

Si02)で構成されて鍛冶滓特有の晶癖を有する。化学組成は、全鉄分 (Total Fe)が

43.06～ 56.60%と 高目で、ガラス質成分の造滓成分 (Si02+A1203+CaO十 Mgo+K20+Na20)

は12.7～38,0%で、鍛冶滓系成分である。随伴微量元素は、二酸化チタン(T102)

0。 14～ 0.25%、 バナジウム (V)0.002～ 0.003%と両成分とも少なく、かつ酸化カ

ルシウム (CaO)を 1.8～3.3%と 多く含有するところから、鍛冶に供した鉄素材は鉱

石系の可能性が強い。

森遺跡の鍛冶作業は、鉄素材の成分調整を行なう精錬鍛冶 (大鍛冶)か ら、鉄器製

作の鍛錬鍛冶 (小鍛冶)ま でがなされている。精錬鍛冶の裏付けは、鋳鉄小鉄塊 (K

AT-3)と ガラス質鉄滓 (KAT-4)の 検出である。鋳鉄小鉄塊は、左下げ (脱

炭)して鍛鉄の素材となり、場合によっては滲炭剤としての用途もありうるだろう。

森遺跡へ搬入された鉄素材の産地は何処であろうか。列島内では 6世紀中頃以前の

製鉄炉は未検出である。しかし、 5世紀後半以降より西日本では、鉱石系・砂鉄系と

もに製錬滓らしきものは出土する。岡山県総社市一円には、鉱石製錬の一大製鉄コン
⑮

ビナートが出現し、古墳供献鉄岸で 5世紀後半として堂山古墳出土鉄岸がある。堂山

古墳出土鉄津は、佐々木稔氏より1988年度たたら研究会種ケ島大会で精錬鍛冶岸で発

表された経緯があり、その席で筆者らは鉱石製錬滓の可能性ありと議論した対象物て

ある。

同じく同県津山市内においても6世紀代の鉱石や鉱石製錬滓や鍛冶滓は出上した。

Table。 8には岡山県下出土鉱石製錬滓や、関連遺物の分析結果を示す。津山市内の狐

塚遺跡は 6世紀末から7世紀初頭に比定される。磁鉄鉱から鉱石製錬滓、鍛錬鍛治滓
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⑩
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3
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土
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④

P-
83
9

42
 8
0
18
 2
5
40
 9
1
16
88

0 
00
6

00
24
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観 付

久
米
町
大
字 紬
砂
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①
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①
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室
中
央
部

鎮 淳
冶

鍛 鍛
6C
後
半
52
 5
4
53
46
12
85
21
20
38
5
09
8
0 
43
01
2

00
23
0:
13
4

00
31
26
46
05
04
00
03
9
⑬

タ
キ
ハ
ラ

3号
墳
羨
道
礫
石
下

6C
中

55
.8
7
48
72
22
 3
6
15
60
35
5
11
2
0 
34
0 
06
01
5

00
13
0:
01
0

0 
06
4
20
61
08
69
00
02
7

h-
91
野
 
路

小
野
山
1号
炉
下

為 津
練
躯 製

7C
末
～

8C
初
38
83
44
 5
7

38
25
76
0
3 
85

05
8

0 
02
0 
02
6

〈 0
 0
1
<0
01
45
76
11
94
00
21
⑩

W-
92

45
 8
0
51
11

28
75
58
8
21
9

0.
47
05
9
0,
01
5
0,
02
8
01
3

<0
 0
1
く 0
01
37
68
08
23
00
3]

X-
91

2号
炉
(上
層
)

45
 2
4
44
35
13
,7
6
27
00

0 
79
03
9
06
5
0.
00
8
0,
03
8
01
0

く 0
01
く 0
 0
1
35
 7
3
07
90
00
14

X-
92

46
 3
6
53
68

27
 5
5
59
9
20
8
07
9
04
5
06
5
00
09
00
24
01
0

〈 0
01
く 0
01
86
 3
6
07
84
00
14

Y-
91

SX
-2

″
 (
ガ
テス

質
鉄
津
)

12
 9
9
12
42
4 
49
58
50

17
0

02
3
07
6
00
19
0 
02
6
01
0

<0
 0
1
〈 0
 0
1
70
36
54
16
00
59

Y-
92

42
 8
6
48
24
7 
49
30
45

0 
73
0 
47
0 
69
00
06
00
26
01
0

<0
 0
1
<0
01
39
87
09
30
00
16

Z-
91

SD
-2

鉱
  
石

69
 9
8
26
15
70
 6
0
0 
25

Tr
ac
e
0.
32
01
8
06
8

00
10
00
48
0,
28
00
2
00
3

00
23
00
10

KN
O-
1

3号
炉
 
炉
床

石 津
練

鉱 製
42
3
52
0
26
9
28
7
61
3

08
8
0,
49
06
4
00
3
00
33
01
3

0,
01
3
00
04
38
32
09
06
00
15
⑩

Ta
bl
e,
8 
岡
山
県
・
兵
庫
県
・
大
阪
府
・
奈
良
県
・
滋
賀
県
出
土
鉄
滓
の
化
学
組
成
 1
51



符
 
号
遺
跡
名
出
上
位
置
試
科
分
類
推
定
年
代

全
鉄
分

(T
ot
at Fe
)

酸
 
化

第
1鉄

(F
cO
)

酸
 
化

第
2鉄

(F
e2
0B

二
酸
化

珪
 
素

(S
i0
2)

巨
庭
  
4ヒ

アル
ミユ
ウム
カル
シ|
ム

自笑
 4
ヒ

マ
メ
ネ
シ
ウ
ム

(M
寅
0)

医堤
 
化
マ
ン
ガ
シ

(M
nO
)

二
酸
化

チ
タ
ン

(T
10
2)

欧
 1
ヒ

ク
ロ
ム

(C
r2
03

硫
黄
燐

(P
,0
1)

炭
 
素

(C
)

バ
ナ
ジ
ウ
ム

(V
)

鋼 　 Ｃ
ｕ

繹 分

造 成
成
分
T1
0,

.o
ta
l 
FI
注

КN
O-
2

路 山

野 小
3号
炉
 
炉
床

石 津
鎖

鉱 製

7C
末
～

8C
初
41
8
48
2

28
 8
6 
65

08
0
0 
46
0 
65
0 
02
0 
03
4
01
0
01
4
00
14
00
04
37
97
09
08
00
16
⑩

3
4号
炉
 
炉
床
″
 (
ガ
ラス

質
鉄
津
)

9 
66
10
56
2 
08
69
 5
9 
48

01
5
06
0

00
17

01
3
00
H
00
05
81
33
84
19
00
62

4
37
0

69
0
33
0
52
4
2 
47

05
2
0 
02
00
76
01
0
01
7
00
12
00
04

11
27
00
14

5
5号
炉
 
炉
渫

40
 0

25
1
31
9
68
4
25
7
0 
98
05
5
06
5
0 
02
00
43
01
3
00
7
00
14
00
03
42
29
10
57
00
16

6
46
 3

32
7
68
2
25
0
0 
95
05
3
06
6
00
2
00
45
01
3
01
0
00
14
00
05
42
97
11
61
00
18

7
罪
卜
第
2本
炭

窯
 
灰
 
原

23
59

6 
38

0 
49

0 
52
00
2
00
87
0.
10
08
7
00
H
00
04
37
24
09
43
00
13

24
48
28
7
31
4
48
 3
9 
77
2 
60
0,
73
03
2
06
6
00
2
00
40
01
3
01
4
00
13
00
05
61
 3
0
25
04
00
27

SD
-2

鉱
  
石

(磁
鉄
鉱
)

26
 9
58
6

14
1
01
5
0 
33
02
4
0 
26

00
09
00
15
00
1
00
05
0 
00
5
34
9
00
56
00
04

10
61
 5
27
 5
57
 3

12
7

0 
30
02
3
02
5

00
13
00
19
00
4
00
05
00
03

0 
05
7
00
04

11
1 
号
 
炉
ガ
ラ
ス
与雲

勢
鎮
津

10
08
8.
48
4 
99
68
9
10
96
0 
96
0.
52
01
5
0 
68

00
27
01
0
00
6
00
12
00
09
81
34
80
69
00
68

2 
号
 
炉

7 
42
7 
40
23
8
70
 9
12
56

0 
60
01
3
07
7

00
13
01
4
00
6
00
13
00
07
85
 2
5
H4
89
0.
10
4

V8
61

郷 疏

南 措
遺
構
面
覆
土
鉱
 
石

製
鎮
淳
7C
中
頃
32
2
18
97
38
6

32
9

02
7
01
6

00
15
31
5
0 
03

39
 8
1
10
42
00
04
⑪

V-
86
2

37
 6
18
68

49
7

0 
27
01
7

00
H
85
0
00
4

41
 3
2
10
99
00
04

V-
86
3

41
 2
49
 7

52
9

0.
23
01
2

00
10
29
6
0 
03

34
52
08
88
0 
00
3

V-
86
4

41
8

3 
39

12
1
2.
48
02
4
01
6

00
16
25
1
0 
03

86
58
08
86
00
04

V-
86
5

38
0
44
5
4 
90

08
4

00
21

01
3

40
26
10
59
00
04

V-
86
6

38
7
45
,9
43
9
27
 6

00
07
00
12
06
0
0.
04

39
14

!
00
04

V-
86
7

32
7
43
9
10
42
25
5
03
7

00
98

00
29

14
40
02
57
00
02

V-
86
8

53
7
27
 5
46
3
9 
40
2.
55
0 
56
1 
00

00
88

00
31

0 
20

13
51
02
52
0 
00
2

V-
86
9

″
 (
オ
ラ
ス

管
鉄
淳
)

23
 8
H6
4
21
 0
9
47
 0
9 
45
01
8
0 
72

0 
00
9
0 
63
0,
03

57
 3
5
24
10
00
07

K-
85
1
古
 
橋

冶 津
鎖

鉱 製

6C
末
～

7C
初
頭
43
8
49
 0
82
0
26
7
9 
02
2.
80

0 
66
05
3

0 
03
5

0 
03
00
07

40
 2
6
09
19
00
12
②

― り い ―

Ta
bl
e.
 8
岡
山
県
・
兵
庫
県
・
大
阪
府
・
奈
良
県
・
滋
賀
県
出
土
鉄
滓
の
化
学
組
成
 (
6)



符
 
号
遺
跡
名
出
上
位
置
試
科
分
類
推
定
年
代

全
塚
分

(T
ot
al Fe
)

化 鉄 ０

ｌ Ｆ
ｅ

酸 第 く

酸
 
化

第
2鉄
(F
eク
OR

化 素 分

霰 　 　 ｉ
０

二 珪 Ｇ

アル
ミニ
ウム

(A
l,
0。

醸 ヵ ｒ

醸 耕 ｒ
ｖ

口
貶
 1
し

マ
ン
ガ
ン

_蹴
1ヒ

チ
タ
ン

(T
iO
,Ⅲ

取
 1
ヒ

ク
ロ
ム

(C
r,
0,

硫
黄

(S
)

五
醸
1ヒ

燐
(P
20
6)

炭
 
素

(C
)

ナ ム

，ウ ω

バ ジ
銅 　 Ｃ
ｕ

津 分

造 成
学 励 一〇ｔａ‐
Ｐ
T1
02

'o
ta
l 
FI

注

K-
85
3
古
 
橋
遺
構
面
覆
上

勾 津
鎮
弘 製

0し
木
～

7C
初
頭

21
3

07
3

0.
03
0

0,
01
5

43
.2
6
1 
03
0
0.
01
7
⑫

L-
85
1
源
内
峠

7C
末

48
7

0.
01
6

0.
00
9
0.
00
5
43
.1
1
1.
02
2
00
09
⑭

L-
85
3

03
4

0 
02
2

00
06

48
.5
7
1.
30
2
0.
00
9

R-
7

13
97

12
68

Tr
ac
e

00
10

0.
00
1
57
33
41
04
00
33
②

T-
71
北
牧
野
間
局
郡

マ
キ
ノ
町
表
摂

8 
 C
35
04
41
.9
3

24
06

37
6

Tr
ac
e
00
19

P
37
.5
3

00
17
⑮

― い ０ １

Ta
bl
e.
8 
岡
山
県
・
兵
庫
県
。
大
阪
府
・
奈
良
県
・
滋
賀
県
出
土
鉄
岸
の
化
学
組
成
 (
7)

註
①
 
大
澤
正
己
「
大
蔵
池
南
製
鉄
遺
跡
を
中
心
と
す
る
製
錬
津
・
鍛
冶
津
の
検
討
」
『
権
山
遺
跡
群
Ⅳ
胡
(久
米
開
発
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
・
4)
久
米
開
発
事
業
に
伴
う
文
化
財
調
査
委
員
会
 1
98
2

②
 
大
澤
正
己
「
古
墳
出
上
鉄
津
か
ら
み
た
古
代
製
鉄
」
「
日
本
製
鉄
史
論
集
』
た
た
ら
研
究
会
 1
98
3

③
 
大
澤
正
己
「
岡
山
県
下
の
古
代
製
鉄
研
究
」
『
稼
山
遺
跡
群
Ⅱ
』
(久
米
開
発
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
。
2)
久
米
開
発
事
業
に
伴
う
文
化
財
調
査
委
員
会
 1
98
0

④
 
大
津
正
己
「
綾
部
緑
山
遺
跡
出
上
の
鉄
津
・
小
鉄
塊
の
金
属
学
的
調
査
」
『
緑
山
遺
跡
』
(津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
19
集
)津
山
市
教
育
委
員
会
 1
98
6

⑤
 
大
澤
正
己
「
簗
瀬
古
墳
群
出
土
鉄
滓
の
調
査
」
『
簗
瀬
古
墳
群
』
(津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
13
集
)津
山
市
教
育
委
員
会
 1
98
3

⑥
 
大
津
正
己
「
ビ
シ
ャ
コ
谷
遺
跡
出
土
鉄
津
及
び
鉄
斧
の
金
属
学
的
調
査
」
『
ビ
ン
ャ
コ
谷
遺
跡
』
(津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
16
集
)津
山
市
教
育
委
員
会
 1
98
4

⑦
 
大
澤
工
己
「
押
入
西
遺
跡
出
土
鉄
津
及
び
小
鉄
塊
の
金
属
学
的
調
査
J『
押
入
西
遺
跡
』
(津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
14
集
)津
山
市
教
育
委
員
会
 1
98
4

③
 
大
澤
正
己
「
鉄
津
類
の
分
析
調
査
」
『
狐
塚
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
(津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
2集
)津
山
市
教
育
委
員
会
 1
97
4

③
 
大
澤
正
己
「
樋
本
遺
跡
出
土
鍛
冶
関
連
遺
物
の
金
属
学
的
調
査
J『
樋
本
遺
跡
む
(岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
65
)岡
山
県
教
育
委
員
会
 1
98
7

⑩
 
大
澤
正
己
「
鍛
治
屋
遺
跡
出
土
製
鉄
関
連
遺
物
の
金
属
学
的
調
査
」
『
鍛
治
屋
遺
跡
J(
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
70
)古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
19
88

⑪
 
大
澤
正
己
「
古
代
を
考
え
る
53
,大
県
遺
跡
の
検
討
』
掲
載
予
定

⑫
 
村
上
行
弘
「
古
墳
時
代
」
(r
尼
崎
市
史
』
第
■
巻
尼
崎
市
役
所
19
80
)長
谷
川
熊
彦
氏
デ
ー
タ
、
但
し
製
錬
津
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
成
分
を
み
る
と
鍛
冶
津
で
あ
る
。

⑬
 
大
澤
正
己
「
大
阪
府
所
在
上
師
遺
跡
27
-1
街
区
、
大
和
川
。
今
池
遺
跡
・
高
師
浜
遺
跡
出
土
鉄
滓
の
調
査
」
『
大
和
川
。
今
池
遺
跡
」
Ⅲ
今
池
調
査
会
 1
98
1

⑭
 
大
澤
正
己
「
東
上
野
芝
遺
跡
出
上
の
鉄
津
調
査
」
『
東
上
野
芝
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
(堺
市
文
化
財
調
査
報
告
 
第
10
集
)堺
市
教
育
委
員
会
 1
98
2

⑮
 
大
澤
正
己
「
新
日
本
製
鉄
所
研
修
セ
ン
タ
ー
内
出
上
鉄
津
、
鉄
型
品
の
科
学
的
分
析
調
査
」
『
土
師
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
そ
の
1』
堺
市
教
育
委
員
会
 1
97
6

⑮
 
大
澤
正
己
「
大
県
遺
跡
及
び
周
辺
遺
跡
出
土
鉄
滓
及
び
鉄
剣
の
金
属
学
的
調
査
」
『
大
県
・
大
県
南
遺
跡
一
下
水
道
管
渠
埋
設
工
事
に
伴
う
―
担
柏
原
市
教
育
委
員
会
 1
98
4

⑩
 
東
潮
「
脇
田
遺
跡
」
(第
二
次
発
掘
調
査
概
報
)『
奈
良
県
遺
跡
調
査
槻
報
19
81
年
度
』
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
19
82
・
3出
上
鉄
津
の
調
査
結
果
は
未
発
表
近
日
中
に
報
告
予
定

⑬
 
窪
田
蔵
郎
「
石
上
・
豊
田
古
墳
群
出
土
鉄
津
の
科
学
的
考
察
」
『
青
陵
』
No
36
(橿
原
考
古
学
研
究
所
彙
報
)奈
良
県
教
育
委
員
会
19
78
・
2

⑩
 
大
澤
正
己
「
野
路
小
野
山
遺
跡
出
上
の
製
鉄
関
係
遺
物
調
査
」
『
野
路
小
野
山
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
滋
賀
県
教
育
委
員
会
・
草
津
市
教
育
委
員
会
 1
98
4

⑩
 
大
澤
正
己
「
野
路
小
野
山
遺
跡
出
上
の
鉱
石
製
錬
関
連
遺
物
の
金
属
学
的
調
査
」
『
野
路
小
野
山
発
掘
調
査
報
告
書
』
滋
賀
県
教
育
委
員
会
・
草
津
市
教
育
委
員
会
 1
98
9

⑪
 
大
澤
正
己
「
南
郷
遺
跡
出
上
鉄
津
の
金
属
学
的
調
査
」
『
南
郷
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
滋
賀
県
教
育
委
員
会
・
財
団
法
人
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
 1
98
8

②
 
大
漂
正
己
「
古
橋
遺
跡
出
土
鉄
津
・
鉄
塊
の
金
属
学
的
調
査
」
『
古
橋
遺
跡
」
丸
山
竜
平
氏
へ
提
出
原
稿
。
19
85
.4
調
査
時
出
土
試
料
 
滋
賀
県
教
育
委
員
会
提
供
サ
ン
プ
ル
調
査
結
果

②
 
近
藤
滋
「
滋
賀
県
大
津
市
源
内
峠
製
鉄
遺
跡
の
発
掘
調
査
J
昭
和
52
年
度
た
た
ら
研
究
会
発
表
資
料
 1
97
7.
■
19
大
会
当
日
近
藤
滋
氏
か
ら
の
提
供
品

②
 1
97
71
12
0 
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らを出土して、製鉄を間接的に証明する。鍛冶滓の成分系は森遺跡出土品と比較する

と、酸化カルシウム (CaO)に差異があるのが要注意である。

また、岡山県の西部、笠岡市所在の 6世紀後半の鍛治屋遺跡出上の鍛錬鍛冶滓 (M
⑮

-877)や小鉄塊 (M-873)らの存在も成分系からみて興味がわく。ただし、 5・ 6世

紀代の製鉄炉は箱型炉であり、還元された鉄は低炭素系が多いと考えられて、森遺跡

の鋳鉄塊が、吉備産か否かを早急には結論は出し難い。

一方、鉱石系鉄生産地としては琵琶湖周辺の製鉄遺跡も無視できない。 6世紀末～
⑩                       ⑪

7世紀初頭の古橋遺跡をはじめとして、 7世紀中頃の南郷遺跡、 7世紀末～ 8世紀初
⑬       ⑪            の

頭の野路小野山遺跡・源内峠遺跡、 8世紀の北牧野遺跡と続く。これらの遺跡の存在

は、今後の調査次第で、 5世紀後半から6世紀代の遺跡も検出される可能性を秘めた

地域である。更に、この地域の 5・ 6世紀代の鍛冶津の分析値が見当らない。今後の

研究課題は山積する。

次に、海外からの搬入鉄素材の使用問題がある。現在、考えられる鉄素材は鉄鑓で

ある。 5世紀から6世紀にかけて、韓半島南部から列島内で数多く出土する。鉄鑓と

鍛冶の追求も重要である。岡山県では、この鉄鑓と鉄滓が共伴している住居跡が検出
⑫

されたときく。今後徐々に解明されてゆく問題であろう。

いずれにしろ森遺跡出上の鋳鉄小鉄塊 (KAT-3)の 存在は、国内産鉄素材の可

能性を窺う重要遺物と考えられる。森遺跡の位置づけは、文献方面からも検討されて

いる。肩野物部が大阪府交野市と吉備地方で繋がる可能性があるとすれば、古代鉄生

産との関係がある訳で今後の進展に期したいと考える。

最後に列島内での古墳時代前・中期の鉱石系鉄素材を鍛冶した時の鍛錬鍛冶滓の列

島内での出土例を挙げておく。森遺跡をはじめとして18例がある。これらの詳細な検
⑭

討も必要であろう。

更に森遺跡の鍛冶工房は 1地点だけに止まらず、清水谷古墳の供献鉄岸や交野部衛

跡出土鉄滓らと同系成分系の可能性をもつもので、交野市内の古代製鉄問題を面とし

て捕えて、他地域との関係を明らかにすべきであろう。

(2)郡津渋り遺跡出土鉄鑓状鉄製品 (枚鉄)

郡津渋り遺跡より長さ 280× 幅 108×厚み 6 1nlllの 鉄鑓状鉄製品が出土した。該品は、

通常多くみられる両端がバチ状に開く鉄鑓タイプとは異なる寸ずまりの長方形枚鉄で

ある。ただし、この大型鉄製品は、円照寺墓山 2号墳出土品の様な小型鉄鑓を鍛接成
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型したタイプとも異なる一枚造りの製品である。

該品は、鉄中の非金属介在物にチタン系介在物 〈ウルボスピネル (Ulvospinel:2F

eO・ Ti02)〉 が検出されて製鉄原料が砂鉄由来の鉄素材と判った。
⑪

現在までに、鉄鑓の分析は16例実施されている。いずれも鉱石系であり、今回調査

試料が砂鉄系の初例となろう。産地は何処であろうか。古代韓半島や中国の砂鉄系鉄

製品は管見できない。韓半島産としてもおかしくないし、国産を全面否定する材料も

ない。

5世紀代の鉄製錬を傍証する試料はいくつかある。例えば北九州市所在潤崎遺跡祭
④

祀土拡出土砂鉄製錬岸や岡山県津山市所在の 5世紀中葉に属する押入西 1号墳の砂鉄
④

系精錬鍛冶岸の供献鉄岸、京都府奥丹後の弥栄町所在遠所遺跡の」地区出土砂鉄系製
の

錬滓らである。

また、砂鉄系鉄製品で 5世紀後半代の可能性のあるものとして、埼玉県大宮市所在
⑪

の御蔵山中遺跡出上の鉄鏃がある。この鉄鏃も鉄中の非金属介在物からウルボスピネ

ル (UlvosPienel:2FeO・ T102)が検出されて、砂鉄由来の鉄素材と判定された。

以上の様な結果から5世紀代の鉄生産が列島内で傍証として見受けられるが、製鉄

炉そのものの検出がなく、大澤説も認定されている訳ではなく、批判もある。

例えば、鉄器中の非金属介在物にウルボスピネル (Uivospinel:2FeO・ Ti02)が存

在しているものは、製鉄過程での介在と筆者はみるが、佐々木稔・赤沼英男両氏は、
①

鋳鉄の脱炭時の精錬鍛冶における砂鉄添加による生成物という見解をとられている。

筆者は、古代製鉄 (8世紀以前)の鉄生産は、直接製鉄法、間接製鉄法の意識はな

く、箱型製鉄炉で還元された多くの低炭素鋼と少しの銑鉄を精錬鍛冶して鉄素材とし、

鉄器製作の鍛錬鍛冶にまわしたと考えるので、この時期のウルボスピネル非金属介在

物は製錬時の製錬履歴を証明するものと考えている。

交野市の郡津渋り遺跡から出上した鉄鑓状製鉄品は、津山市所在押入西 1号墳や、

京都府遠所」地区砂鉄製錬滓との関係を質す事も重要であろう。交野市と吉備での肩

野物部は 5世紀後半の鉄鑓状鉄製品まで波及する勢いである。

(3)寺村遺跡出土鉄岸と円盤状鉄器

寺村遺跡より弥生時代後期に比定される高杯脚転用羽日と鉄滓が出上した。調査に

供した鉄滓は、2.26gと いう小塊であり、顕微鏡組織のみの調査にとどまったが、ヴ
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遺跡名 所 在 地 推定年代 羽
口出主

状  況
炉

出

冶鍛

検
鉱物組成

化 学 組 成 (%)
注

Total Fe aO

博 多 59次 福岡市祗国 4C初 有 有
Wむ stite+

Favalite
0.13 0.040 I

松 木
福岡県

那I可サII町
4C中頃 48.8 3 95 0.004 2

松 木 A
福岡県
羽【I証‖IBT
5C前半 45,9 399 015 0016

野坂一町間 福岡県宗像市 5C中頃 43.7 0.010

声 兵庫県川西市 4C後半 有
413
-砿 R

0,7

～137
0.15

^ψn クと
0.016

^ツ 0.079
4

雨 流

〃 三原郡
三原町
5C中葉

4

-67.0 ～2.
014
-0.18

0 039

-0,19

大 県 大阪府柏原市
5C末
～ 6C 有 53^W66

0.32

-1.53
0.083

-0 27
0.003

～ 0.007

フ(  不W  'II

今 池

″ 松原市 5C前半 1.14 0.005

土師 27■ 〃 堺 市 5C後半
27.8

^ヤ42.7

1.9

～ 38
0.18

-0.37
0.012

- 0 020

陵 南 Jヒ 堺 市 有 46^Ψ 55
0.59

～ 2.0

0.23

～ 21
0.019

- 0.043
8

森 ″ 交野市 5C後
～ 6C前 有

43.06

-56.6
1.8

～3.34

0.14

-0.25
0.001

～ 0,016
9

長 瀬高浜 鳥取県羽合町
4C末
～ 5C初

0.008

行 人 塚 埼玉県大里郡汀苗mT
5C初
～中

高杯脚

転用羽口
有

44.0

^ツ62,0

2.8

～ 57
0 23

～051
0.006

～ n nin

御蔵 山中 ″ 大宮市 5C中葉
34 0
_Aク  rI

2.7

～ RR
0.54

-1.29
0.008

^ツ 0.063

御 蔵 台 〃 大宮市 5C中業 4V.υ

^ツ57.0

3 70

～ 6,0

0 40

～0.59

0 010

- 0 026

中 山
県

四街道市
5C前半

局T4ヽ lHl

転用羽口
有

49 0

^V63.0

0 42

～ 21
0.20

～0.58

0.005

- 0,065

南 小 泉 宮城県仙台市 5C中頃 56.5 0.002

永ヽ 作 福島県郡山市 5C後 半 有
39,0

-58 0
1.4

～ 24
0.24

-0 44
0.013

- 0.030

Table。 9 古墳時代前、中期の鉱石系鍛錬鍛冶滓
註
1.福岡市教育委員会発掘調査 報告書準備中
2 大澤正己「松木遺跡出土鉄津の金属学的調査」『松木遺跡』 I(那珂川町文化財調査報告書第11集 )那珂川町教
育委員会 1984
3 原 俊一他『埋蔵文化財発掘調査報告書1984年度』 (宗像市文化財調査報告書第 9集)宗像市教育委員会 1985
鉄滓分析は未発表

4 兵庫県川西市教育委員会報告書準備中
5 大澤正己「雨流遺跡出土椀形鉄津と鍛造剤片の金属学的調査」『雨流遺跡』兵庫県教育委員会 1990
6 大澤正己「大県遺跡及び周辺遺跡出土鉄津・鉄剣の金属学的調査」『大県。大県南遺跡―下水道管渠埋設工事に
伴う一』大阪府柏原市教育委員会 1984
7.大澤正己「大阪府所在土師遺跡27-1街区、大和川 。今池遺跡・高師浜遺跡出土鉄津の調査」『大和川 。今池遺
跡』Ⅲ大和川。今池遺跡調査会 1981
8 大澤正己「新日本製鉄研修センター内出土鉄洋・鉄製品の科学的分析調査」『土師遺跡発掘調査報告書』その 1
堺市教育委員会 1976
9,交野市教育委員会『森遺跡』 I、 1 1989、 1990 大澤正己「交野市森遺跡とその周辺遺跡出上鍛冶関連遺物の
金属学的調査」『森遺跡』Ⅲ交野市教育委員会 1991
10.鳥取県教育委員会提供試料未発表
11 大澤正己「本田。東台 I、 工遺跡出土鉄津の金属学的調査」『本田東台 上前原』 (江南町文化財調査報告第 8
集)埼玉県大里郡江南町教育委員会 1988
12 大澤正己「御蔵山中遺跡出上鉄津と鉄器の金属学的調査J『御蔵山中遺跡』大宮市遺跡調査会 1989
13 大澤正己「中山遺跡鍛冶工房跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査「中山遺跡・水流遺跡・東原遺跡』 (財団法人

印繕郡市文化財センター発掘調査報告書第H集)印据郡市文化財センター 1987
14 仙台市教育委員会調査試料後日報告予定
15 福島県郡山市教育委員会調査。福島県文化センター寺島文隆氏経由入手試料未発表
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スタイト (Wustite:FeO)と ファイヤライト (Fayalite:2FeO・ Si02)の品出で、鍛錬

鍛冶滓に分類される。ヴスタイトの結晶内には鉄 (Fe)― チタン (Ti)酸化物の析出

はなく、鉱石系鉄素材の可能性が強い。この鉄岸が真実弥生期のものならば、弥生時

代後期に大阪府において鍛冶二人の居住した事が証明できる。京都府の奥丹後の扇谷
⑩

遺跡においても弥生時代前期末から中期初頭にかけての鉄滓が検出されている。
①

北部九州においては、弥生時代中期後半には、春日市の赤井手遺跡、豊前築城町安
⑫

武深田遺跡、熊本県上益城郡所在の双子塚遺跡らが鍛冶工房としての認定を受けてい

る。これらの事例から、弥生時代の鍛冶工房の存在は確実である。これらは、いずれ

も鉱石系鉄素材の鍛治である。 (扇谷遺跡出土鉄滓は砂鉄系と清水氏の説)

寺村遺跡では、円盤状鉄器が出土したが、これの非金属介在物からもチタン系酸化

物が検出されて、砂鉄由来の原料である。前述した鉄滓とは直接結びつかないが、弥

生時代の鉄器となると列島内でも最古の砂鉄系鉄器となり、産地同定が重要課題とな

ってくる。
①

韓半島南部でも真砂砂鉄が賦存するので、大陸産の可能性もある訳である。この辺

も今後検討すべき問題と考える。又、公表していないが、東大阪市の或る遺跡でも弥

生時代の鹿角鉄器に砂鉄系の可能性のあるものが存在する。今後弥生時代の鉄器につ

いては総合的に検討する時点に達していると考える次第である。

注

① (イ )交野市教育委員会『森遺跡』 1 1989

(E)交野市教育委員会『森遺跡』1 1990

② 本報告書では肩野物部と鍛冶集団について論考を進めている。

③ 交野市教育委員会「森遺跡出上の輪羽日・鉄岸の考察」『森遺跡』 1 1989

④ 花田勝広「倭政権と鍛冶工房 ― 畿内の鍛冶専業集落を中心に 一 」『考古学研

究』第36巻第 3号、通巻 143号 1989,12

⑤ 北野重「河内・大県遺跡の検討」『古代を考える』53 1989.6。 25

⑥ 野上丈助「古墳時代における鉄および鉄器生産の諸問題」『考古学研究』第15巻

第 2号  1968

⑦ 大澤正己「古代鉄生産」『日本古代の鉄生産』 (1987年たたら研究会大会資料)
たたら研究会 1987
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③ 交野市教育委員会『清水谷古墳調査概要』 1987

⑨ 交野市教育委員会「交野郡衛跡遺跡発掘調査報告」『1989年度交野市埋蔵文化財

発掘調査概要』 1990

⑩ 試掘調査で出土した遺物である。交野市文化財分布地図の遺跡血 1

① 交野市文化財分布地図の遺跡血29

⑫ 日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真およひ識別法』 1968

符 号 硬 度 測 定 対 象 物 硬 度 実 測 値 文献硬度値 ※ 1

Fayalite(2F90。 S102)※ 2 560,588 600ハV700Hv

磁   鉄   鉱 ※ 2 513,506 530ハψ600Hv

マ ル テ ン サ イ ト※ 2 633ハV6531v

wustite (FeO) ※ 3 481,471 450ハΨ500Hv

Magnetite(Fe804)  ※ 4 616,623 500-6001v

白 鋳   鉄 ※ 5 563,506 458ハツ613Hv

亜共析鋼 (c:0.4%) ※ 6 160ハΨ2131v

※ 1 日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』 1968他。

※ 2 滋賀県草津市野路小野山遺跡出土遺物 7C末～ 8C初

※ 3 兵庫県川西市小戸遺跡出土鍛冶滓   4C後 半

※ 4 新潟県豊栄市新五兵衛山遣跡出土砂鉄製錬津 UivOspinel平安時代

※ 5 大阪府東大阪市西之辻16次調査出土鋳造鉄斧 古墳時代前期

※ 6 埼玉県大宮市御蔵山中遺跡鉄鏃 5C中頃

⑬ 東 潮「鉄鑓の基礎的研究」 (橿原考古学研究所紀要)『考古学論孜』第12冊

1987  96F霊

⑭ 大澤正己「御蔵山中遺跡出土鉄滓と鉄器の金属学的調査」『御蔵山中遺跡』 (大

宮市遺跡調査会報告)第26集 大宮市遺跡調査会 1989

⑮ 谷山雅彦「岡山県総社市水島機械金属工業団地協同組合第二団地内製鉄遺跡」
『月刊文化財』 血306 1990。 3

大澤正己「総社久代製鉄群出土製鉄関連遺物の金属学的調査」総社市教育委員会

への提出原稿 1991.1.6提出 発掘報告書作成中。
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総社市千引・かなくろ谷製鉄遺跡は1990年に発掘調査されて 6世紀後半が報道さ

れている。

⑮ 大澤正己「鍛治屋遺跡出土製鉄関連遺物の金属学的調査」『鍛治屋遺跡』岡山県

埋蔵文化財発掘調査報告70古代吉備文化財センター 1988

① 大澤正己「古橋遺跡出土鉄滓・小鉄塊・粘土 (黄色土)らの金属学的調査」『古

橋遺跡』 丸山竜平氏への提出報告.1985.8。 13提出

⑬ 大澤正己「南郷遺跡出土鉄滓の金属学的調査」『南郷遺跡発掘調査報告』滋賀県

教育委員会・働滋賀県文化財保護協会 1988

⑩ 大澤正己「野路小野山遺跡出上の製鉄関連遺物の金属学的調査」『野路小野山遺

跡発掘調査報告書』 (国道 1号京滋バイパス関連遺跡発掘調査報告書 第 4冊 )

滋賀県教育委員会・草津市教育委員会 1990 発行準備中

④ 大澤正己 (前掲書)⑩

④ 大澤正己 (前掲書)⑩

⑫ 岡山県古代吉備文化財センター柳頑昭彦氏よりの情報

④ 大澤正己「日本と朝鮮半島の鉄生産」『季刊考古学』第38号雄山閣 1990。 10こ

の拙稿においては、森遺跡出土鉄滓は大陸産系鉄素材の排出津の可能性ありとした

が国内産説も無視できないと考えるに至った。

② 東 潮 (前掲書)⑬ 179頁

⑮ 大澤正己「潤崎遺跡祭祀土拡出土鉄岸の金属学的調査」『潤崎遺跡』北九州市教

育文化事業団埋蔵文化財調査室 1986

大澤正己「長野A遺跡出上の鉄滓・小鉄塊の金属学的調査」
『長野A遺跡』 3北

九州市教育文化事業団埋蔵文化財調査室 1987

なお、当遺跡出土鉄滓は、精錬岸か製錬鍛冶滓かで1984年の
「古代鉄生産の検討」

『古代を考える』36 1984以 来、佐々木稔氏からの批判を受け、現在まて討論を続

けている。

⑮ 大澤正己「押入西遺跡出上鉄滓及び小鉄塊の金属学的調査」『押入西遺跡』 (津

山市埋蔵文化財発掘調査報告)第 14集 津山市教育委員会 予定報告書で未刊。顕

微鏡組織や化学分析値らのデータは次の文献へ収録。

大澤正己 (前掲書)⑦

O 大澤正己 (前掲書)④
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④ 大澤正己 (前掲書)⑭

⑮ 赤沼芙男、小林克、佐々木稔「秋田県はりま館遺跡出土鉄塊の金属学的解析につ

いて」『たたら研究会大会平成 2年度発表資料』1990。 10,20

リン分が高くかつチタン系介在物を含む鋼製の鉄器の解析結果は、古代末から中

世における鋼製造法がいわゆる直接製鋼法でなく、間接製鋼法 (原料鉱石を製錬し

鉄塊を得、その鉄塊を小型の炉で精錬し、炭素含有量の調整された鋼を製造する方

法)であるという考え方。

⑩ 清永欣吾『扇谷遺跡出土品の調査』日立金属株式会社安来工場冶金研究所 1983.

H。 3

③ 春日市教育委員会『赤井手遺跡』春日市文化財調査報告書 第 6集 1980 当報

告書には鉄津の出土は記されていないが、春日市誌編纂に際して遺物整理時に鉄岸

確認、分析も行なった。

⑫ 大澤正己「九州横断自動車道・椎田バイパス内遺跡出上の製鉄関連遺物の金属学

的調査」福岡県教育委員会提出原稿 1990.5。 7 提出

③ 大澤正己 (前掲書)④
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(建設省国土地理院撮影の航空写真を使用)
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E調査区 遺構全景 (東から)
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F調査区 遺構全景 (東から)
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G調査区 遺構全景 (西から)
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D調査区 溝 1鉄塊出土状態

静 `

D調査区 溝 1断面

D調査区 溝 1(北から)



F調査区 溝 1(東から)

F調査区 溝 1断面 (西から)

F調査区 溝 1短頸壺出土状態 F調査区 溝 1 甕出土状態
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F調査区 溝 3(南から)

F調査区 溝 3断面 (東から)
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F調査区 溝 3舟形木製品出土状態
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E調査区 掘立柱建物 1 〔左〕、掘立柱建物 2
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E調査区 土拡 2(東から)、 同断面 (東から)

(南から) 同断面 (南から)

D調査区 土拡 2(西から)、 同断面 (東から)

F調査区 土拡 9

G調査区 土拡 9(北から)、 同断面 (南から)
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鉄艇状鉄製品出土状況

鉄鍵状鉄製品レントゲン写真
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森遺跡 C地区

(土拡 19鍛冶炉出土)
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X85

1外
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(2)KAT-2

森遺跡 C地区
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外観写真 1/3.3

表側   裏側
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(3)KAT-3

森遺跡 C地区

(土拡 5出土 )
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(4)KAT-4
森遺跡 C地区
(土拡 18出土 )

精錬鍛冶津

(ガラス質鉄滓)

(5)KAT-5

森遺跡 C地区

(包含層出土)
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(7)KAT-7
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ヽ
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(3)KAT-8

清水谷古墳
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鍛錬鍛冶滓
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外観写真 1/3,3
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外観写真 1,2倍

表側   裏側
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(第 2ト レンチピッ
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外観写真 1/3.3

図
版
１８
　
鉄
津
及
び
鉄
器
の
顕
微
鏡
組
織

（大
澤
正
己
Ｐ
ｈ

ｏ
ｔ
ｏ
・
３
）



図
版
１９
　
鉄
滓
鉱
物
組
成
の
ビ

ッ
カ
ー
ス
断
面
硬
度
圧
痕
写
真

（大
澤
正
己
Ｐ
ｈ

ｏ
ｔ
ｏ
・
４
）

ヘ

/

1 

息||:!l f:と:liiil!草||li::|IIV §||:警 |まとヨ与:illi;ととをまべ§|li::| ::|:|li::ili祥 i i::|| |
|

驚
は _顧



釣
・静

Ξ
目

貝■
口七卜

図
版
２０
　
森
遺
跡
Ｃ
地
区
出
土
鉄
滓
（Ｋ
Ａ
Ｔ
１
１
）
の
特
性
×
線
像

（土
拡
相
出
土
）
（大
澤
正
己
Ｐ
ｈ

ｏ
ｔ
ｏ
・
５
）

莉

Ξ
世
ヨ
〓

≡

・

ロ

ヨ
　
ロ

コ
　

　

ヨ
　
コ
　
一　
口
‐
に
，
御
ヽ

(2列 目 1段目のみ拡大率×100、 その他は×500)



図
版
２‐
　
清
水
谷
古
墳
出
土
鉄
津

（Ｋ
Ａ
Ｔ
１
８
）
の
特
性
×
線
像

（大
澤
正
己
Ｐ
ｈ

ｏ
ｔ
ｏ
・
６
）

(2列 目 1段目のみ拡大率×100、 その他は×500)



己
Ｐ
ｈ

ｏ
ｔ

ｏ
・
７

F AL203 ⅢGD  I   S ZR02 CR203

1 5.262 69.156 ∝∝01呻 8

(2列 目 1段目のみ拡大率X120、 その他は×600)



（大
潮
劇
∃
司
耐
嗣
刊
則
判

図
版
２３
　
寺
村
遺
跡
出
土
円
盤
状
鉄
器

（Ｋ
Ａ
Ｔ
１
１１
）
の
特
性
ｘ
線
像
と
定
量
分
析
値

・ヽ
十
■
　
　
　
　
，
二
十・

一
，
Ｆ

・　

、
　

　

ネ、

一一
「

一一
　

　

砲

一
一
・
　

．　

・
　

　

一■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

工
　

ｔ

一
　

ケ

　

　

一

　

一
　

ヽ
～

を

ォ
〓

一

‐
‐

，一

′ュ
　
　
　
　
．
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

１１，
ヽ
ザ

■

餌
ｍ　
電
電
　
趣
崎
一ｉ

・馴

―

．　
Ｉ
Ｅ

一　
゛
ｆ

「

攀

　

．

債

一　
一　
　
一一
「一
一一一
い一　
　
一一
【一　
一
一一　
一

７

F S NA20 1 ZR02 GR203 TOTAL

2 0。 156 6.586 0.0001 0.327 4.325 23.945 0.0001

(2列 目 1段目のみ拡大率× 120、 その他は×600)



図
版
２４
　
寺
村
遺
跡
出
土
鉄
滓

（Ｋ
Ａ
Ｔ
１
１２
）
の
特
性
×
線
像

（大
澤
正
己
Ｐ
ｈ

ｏ
ｔ
ｏ
ｏ
９
）

顔

［

　

国

ロ

ロ

面

　

藝

倒

一

一
　

　

　

．

　

・
・

一一

　

．
．・
・

一幅凹一“
刊
．　
Ｂ
・一一口一一一　一一』
ロ

(拡大率 X900)



交野市埋蔵文化財調査報告 1990-I

森 遺 跡 Ⅲ

一一―交野市森南所在 ―一一

発 行 日  1991.3

編集・発行  交野市教育委員会

印   刷  141きょうせιⅢ



◇


